
科目名 ᅜ㝿医療特論 

担当教員 川野雅資、守本とも子、⏣中奈 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 必修 単位数 ２単位 

授業の概要 
ᅜ㝿性を⫱むために、ㅖእᅜの医療・看護の在ࡾ方を学ࡧ、ケアを受けている受けᡭにとって必要な
ケア・サーࣅス・ไ度をᅜ㝿的など点から学ぶ。

授業の目標 
1.ケア・サーࣅスを受ける受けᡭのど点からㅖእᅜの医療・看護の実㝿を考えることができる。
。スの受けᡭが望む医療・看護を考えることができるࣅルなど点で、ケア・サーࣂローࢢ.2

授業計画 

１ 医療・看護のᅜ㝿 
(川野) 

２ タイ⋤ᅜにおける医療ไ度と看護の実㝿
(守本) 

３ タイ⋤ᅜにおける、ケア・サーࣅスを受ける受けᡭのど点に❧った医療ไ度と看護のඃれてい
ることと課題 (守本) 

４ ⱥᅜにおける医療ไ度と看護の実㝿
(⏣中) 

５ ⱥᅜにおける、ケア・サーࣅスを受ける受けᡭにど点に❧った医療ไ度と看護のඃれていることと
課題                                                (⏣中) 

６ ⡿ᅜにおける医療ไ度と看護の実㝿 
 (川野) 

７ ⡿ᅜにおける、ケア・サーࣅスを受ける受けᡭのど点に❧った医療ไ度と看護のඃれていることと
課題                                               (川野) 

８ マࢨーテレサの活動からࡳるインドの医療ไ度と看護の実㝿
(川野・ࢤストスࣆー࢝ー) 

９ マࢨーテレサの活動からࡳるインドにおける、ケア・サーࣅスを受ける受けᡭのど点に❧った医療
ไ度と看護のඃれていることと課題                      (川野・ࢤストスࣆー࢝ー)

10 ㅖእᅜの医療ไ度と看護の実㝿の比㍑  
(⏣中) 

11 ㅖእᅜのケア・サーࣅスを受ける受けᡭのど点に❧った医療ไ度と看護のඃれていることと課題の
比㍑                                        (⏣中) 

12 ᾏእ㉱௵者のど点から考えるㅖእᅜの医療ไ度と看護 
(川野・ࢤストスࣆー࢝ー) 

13 ᾏእにおける保・医療・⚟♴・看護の実㝿 
  (川野) 

14 ᾏእにおけるケア・サーࣅスの受けᡭの❧場からࡳた保・医療・⚟♴・看護の実㝿 
 (川野) 

15 ケア・サーࣅスを受ける受けᡭからࡳた医療・看護の課題と望ましい点
 (川野) 

テキスト
・参考書 ᅜ㝿医療論、日本ᨺᑕ⥺技師会出版会 

予習・復習に
ついての情報 ᾏእの保・医療・⚟♴・看護に関するⱥᩥ資ᩱ・ᩥ⊩を調る。 

授業の形式 講義、討論、プレゼンテーション、ࢤストスࣆー࢝ー 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(80�)、プレゼンテーション(20�) 

その他 
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科目名 ᅜ㝿看護特論 

担当教員 守本とも子、⏣中奈 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
ᅜ㝿医療特論の学習を㋃まえ、ᅜෆእの看護の現状とᗣ課題を理解し、ᅜ㝿的に看護活動をᒎ開す
るために必要な知識と技術を学ぶ。ᩥ的⫼ᬒや医療ไ度およࡧ⚟♴ไ度➼から生ࡌたᗣ問題につ
いて、ᅜෆእのᩥ⊩検討を通して関ᚰのあるᗣ問題を選択し、解決ᡭ法を探⣴する方法を学ぶ。 

授業の目標 
１㸬ࢢローࣂルなᗣ課題に対して、看護のど点から解決策を検討できる。 
２㸬␗なるᩥ的⫼ᬒを持つ対象の看護実践の例をලయ的にㄝ明できる。 

授業計画 

ンテーション࢚ࣜ࢜ １
すᙳ㡪ࡰゼーションの看護にཬࣜࣂローࢢ

（守本・⏣中） 

２ ᅜ㝿協力機関のᙺ 
(守本) 

３ 開発㏵上ᅜの看護の現状と課題 
 （守本・⏣中） 

４ ඛ㐍ᅜの看護の現状と課題 
(⏣中) 

５ ㅖእᅜの⚟♴政策の現状と課題 
 (⏣中) 

６ タイ⋤ᅜの⚟♴政策と看護教⫱
  (守本) 

７ ㅖእᅜの⤊ᮎ期ケアの現状と課題 
(⏣中) 

８ ⱥᅜにおけるコミࣗࢽテケアの実㝿と課題 
(⏣中) 

９ ㅖእᅜの高齢者ධᒃタにおける看護 
(⏣中) 

10 認知症ケアのᅜ㝿比㍑ 
 (⏣中) 

11 ᾏእの医療機関でാく・እᅜ人看護師との協ാ 
(⏣中) 

12 ␗ᩥ看護の理解ձ 
ᩥ⊩検討を通して関ᚰのあるᗣ課題に関する解決ᡭ法を探⣴する 

（守本・⏣中） 

13 ␗ᩥ看護の理解ղ

ᩥ⊩検討を通して関ᚰのあるᗣ課題に関する解決ᡭ法を探⣴する

（守本・⏣中）

14 ␗ᩥ看護の理解ճ

ᩥ⊩検討を通して関ᚰのあるᗣ課題に関する解決ᡭ法を探⣴する

  （守本・⏣中）

15 ␗ᩥ看護の理解մ

プレゼンテーション・まとめ

（守本・⏣中）

テキスト
・参考書

ᅜ㝿保医療学㸪日本ᅜ㝿保医療学会⦅㸪ᮥᯘ出版㸬 
これからのᅜ㝿看護学―ᅜቃを㉺えた看護実践のために―㸬守本とも子監著㸬ࣆラールプレス㸬 

予習・復習に
ついての情報 

ᾏእの保・医療・⚟♴・看護に関するᩥ⊩を調る。 

授業の形式 講義・討論・学生によるプレゼンテーション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(80�)、プレゼンテーション(20�) 

その他 
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科目名 ࣊ルスプロࣔーション特論

担当教員 ㎷ୗ守ᘯ、ఀ藤一 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
クシンドࢵࣜ࣎ルスプロࣔーションの定義、歴史、ᒎ開について解ㄝした上で、生活習័や࣓タ࣊
ロームを予㜵し㸪ᗣ的な生活をᵓ⠏するための要⣲（㐠動、栄養、ఇ養とᗣを㜼害する要ᅉ）に
ついて学習する。レジスタンストレーࢽン࢚、ࢢンࣗࢹアランストレーࢽンࢢ➼のຠᯝに関する理論
と実践方法を対象者の特ᚩを㋃まえて学習し、年齢・性ู・ᗣ状態やయ力レベルにᛂࡌたᗣづく
の方法や㐠動ฎ方の作成についてලయ的に理解する。また、それらをᆅᇦ♫会においてどのようにࡾ
ᣦᑟするか、タや⏝ලの利⏝方法も含めて学習する。

授業の目標 
。ルスプロࣔーションの定義、歴史、ᒎ開について理解する࣊.1
2.現௦♫会とᗣ問題、ᗣとライフスタイルについて理解する。
3.身య活動とᗣቑ㐍についての基♏理論を学習する。
4.看護師として対象者にᛂࡌたᗣቑ㐍プロࢢラムの作成やᣦᑟができる。

授業計画 

１ 講義࢞イࢲンス、現௦のᗣ問題と࣊ルスプロࣔーション 
 （㎷ୗ・ఀ藤） 

ルスプロࣔーションの定義と歴史࣊ ２
 （ఀ藤） 

ルスプロࣔーションのᒎ開方法࣊ ３
（ఀ藤） 

ルスプロࣔーション計画の策定と討論࣊ ４
（ఀ藤） 

５ ⚄経⣔、㦵᱁➽⣔と㐠動 
 （㎷ୗ） 

６ ྾ჾ⣔、ᚠ⎔ჾ⣔と㐠動 
（㎷ୗ） 

７ ෆ分Ἢ⣔、ࢿ࢚ルࢠー௦ㅰと㐠動 
（㎷ୗ） 

８ ዪ性の身య特性と身య活動 
（㎷ୗ） 

９ య力の 定と評価  
（㎷ୗ） 

10 ウォーミンࢢアࢵプとクーࣜンࢲࢢウンの実㝿
（㎷ୗ） 

11 レジスタンストレーࢽンࢢの実㝿
（㎷ୗ） 

の実㝿ࢢンࢽアランストレーࣗࢹン࢚ 12
（㎷ୗ） 

13 トレーࢽンࢢ実上の␃意点
（㎷ୗ） 

14 㐠動習័形成のための行動変容 
（㎷ୗ） 

15 ᆅᇦづくࡾᆺ保活動と࣊ルスプロࣔーション 
  （ఀ藤） 

テキスト
・参考書

㎷ୗ守ᘯ・他ࠗࣜࣜࣅࣁテーションのための行動分ᯒධ㛛࠘医ṑ⸆出版 
 ルスプロࣔーション࠘医学書㝔࣊ ーン他著、⚄馬ᚁᓠヂࠗ実践ࣜࢢ

予習・復習に
ついての情報 

ᣦ定されたテキストを⇍ㄞするとともに、ẖᅇの講義ෆ容に関㐃した参考書で基本的な⏝ㄒを理解す
ること。 

授業の形式 テキスト、配付資ᩱ、ど⫈ぬ資ᩱを⏝いた講義

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

筆グヨ験（80�）レポート課題（20�） 

その他 
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科目名 看護倫理特論 

担当教員 守本とも子、川野雅資、服部律子、中馬成子、𠮷村雅世、中川晶、新谷奈苗、上野栄一 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 必修 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護倫理を理解するうえで基盤となる生命倫理をベースに看護倫理の歴史的経緯を概観する。その上
で看護職が判断し行動していくときに重要となる概念や倫理の原則、倫理に関する理論の理解を深 
め、臨床現場で看護職が直面する倫理的問題に、気付く能力、考察する能力、調整する能力、解決す
る能力を養う。また、看護実践の経験をもとに、看護倫理の持つ意味を深く探究し、様々な倫理面で
の意思決定の方法論について探究し、倫理調整を行うために必要な知識と技術を修得する。 

授業の目標 
1.看護における生命倫理の歴史的変遷を理解する。
2.看護実践における倫理的課題を理解する。
3.討論を通して倫理的問題に対する倫理調整のプロセスを理解する。
4.高度実践看護師として倫理的感受性を豊かにし、看護現場における倫理的な問題・葛藤について関

係者間で調整することを学ぶ。

授業計画 

１ 生命倫理・医療倫理の定義と歴史的経緯 
看護倫理の意義     （中川） 

２ 看護倫理 
看護場面での倫理的課題に気付く能力、考察する能力、調整する能力、解決する能力 

 （守本） 

３ トラウマインフォームドケアの概念
トラウマの定義、トラウマインフォームドケアの定義 （川野） 

４ トラウマインフォームドケアと非トラウマインフォームドケア
自分が所属する機関・部署、そして自分自身の中にあるトラウマインフォームドケアと非ト
ラウマインフォームドケアについて討議する。倫理的感受性を豊かにし、臨床現場における
倫理的な問題・葛藤について関係者間で調整することを学ぶ。  （川野） 

５ ターミナルケアと看護倫理
ターミナルケアでの家族を含めた医療者とコンセンサスを得ていくプロセスの調整

（上野） 

６ 生殖医療・胎児の人権 
最新の生殖医療の現状を理解し、生殖医療の場における課題に気づき、誰にとっての人権な
のかを医師、本人、家族、法曹関係者との間で問題を明確にする調整能力 （服部） 

７ 告知とインフォームドコンセント 
治療の選択権を生命保持と生活の質の葛藤から患者、家族の要望を十分に配慮して医療者と
の間で患者、家族が決定していくプロセスを調整する能力 （中馬） 

８ 高齢者虐待、認知症高齢者の権利と自己決定権 
認知症を含む高齢者の人権が脅かされる状況の早期発見と解決策を調整する能力   （𠮷村） 

９ 高齢者・障害者と人権 
在宅における医療者の人権擁護とケアを受ける人とその家族の人権侵害に気づき、解決策を 
調整する能力  （守本） 

10 事例検討Ⅰ 医療現場における倫理的ジレンマの現状と解決方法についての討論 
倫理的問題・葛藤を関係者間で調整する。 
倫理的感受性を養う。 （中川） 

11 

12 事例検討Ⅰ 発表 
（中川） 

13 事例検討Ⅱ 医療現場における倫理的ジレンマの現状と解決方法についての討論 
倫理的問題・葛藤を関係者間で調整する。 
倫理的感受性を養う。     （新谷） 

14 

15 事例検討Ⅱ 発表 
  （新谷） 

テキスト
・参考書

看護倫理 小西恵美子著 2015.1 南江堂 

看護倫理の事例検討 杉谷藤子、川合政恵 監修 医療人権を考える会執筆 2011.11 看護協会出版 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）新聞・ＴＶなどで報道される倫理的問題についてレポートを作成する。 
（事後学習）授業・演習を通して、自身の倫理観がどのように変容したかをまとめる。 

授業の形式 講義（一部演習） 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート(80％)、プレゼンテーション（20％）

その他 
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科目名 コンサルテ―ション論 

担当教員 川野雅資 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １・２年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護職を含むケアᥦ౪者に対して必要なコンサルテーションの知識と技術を教授する。コンサルテー
ションの意義、目的、概念を教授し、コンサルテのࢽードを理解し、ồめているコンサルテーショ
ンをᥦ౪するのに必要なコンサルテ―ションのࣔࢹル、ᙺと技術を教授する。 

授業の目標 
コンサルテーションの意義、目的、概念を理解しコンサルテーションに必要な技術を実したコンサ
ルテーションのスーࣃーࣂイࢬを受けて深める。 
1.コンサルテーションの意義、目的、概念を理解する。
2.コンサルテーションの技術を理解する。
。ルを理解するࢹプランのコンサルテーションの4つのࣔ࢝.3
。トのコンサルテーションの8つのᙺを理解するࢵࣆトとࣜࢵࣆࣜ.4
5.実したコンサルテーションのスーࣃーࣅジョンを受けて、自分のᙉࡳと課題を理解する。

授業計画 

１ コンサルテーションの意義、目的、概念 
コンサルテーション・ࣜࢰ࢚ン・教⫱・スーࣃーࣅジョン・直᥋ケアの┦㐪 

２ コンサルテーションの技法 
問題の特定とアセス࣓ントに必要な技術 
┦ㄯෆ容を特定する技術 
問題解決に必要な」数の選択⫥をᥦする技術 
解決策を実行に⛣ࡏるようにᨭする技術 

３ コンサルテ―ションのࣔࢹルの理解 
 ル(患者中ᚰのコンサルテーション)ࢹプラン4つのࣔ࢝
య験事例の報告 

４ コンサルテ―ションのࣔࢹルの理解 
 (中ᚰの事例のコンサルテーションコンサルテ)ルࢹプランのコンサルテーションの4つのࣔ࢝
య験事例の報告 

５ コンサルテ―ションのࣔࢹルの理解 
 ル(⟶理中ᚰのコンサルテーション)ࢹプランのコンサルテーションの4つのࣔ࢝
య験事例の報告 

６ コンサルテ―ションのࣔࢹルの理解 
 (中ᚰの⟶理のコンサルテーションコンサルテ)ルࢹプランのコンサルテーションの4つのࣔ࢝
య験事例の報告 

 トのコンサルテーションの8つのᙺࢵࣆトとࣜࢵࣆࣜ ７
$GRYRFDWRU� ,QIRUPDWLRQ 6SHFLDOLVW� WUDLQHU�(GXFDWRU� -RLQW 3UREOHP 6ROYHUのᙺ 
実践した事例を学習した8つのᙺのうࡕの4つにヱ当するか討議する。 

 トのコンサルテーションの8つのᙺࢵࣆトとࣜࢵࣆࣜ ８
,GHQWLILHU RI DOWHUQDWLYHV DQG /LQNHU RI 5HVRXUFHV�)DFW )LQGHU�3URFHVV &RXQVHORU� 2EMHFWLYH 
2EVHUYHUのᙺ 
実践した事例を学習した8つのᙺのうࡕの4つにヱ当するか討議する。 

９ コンサルテーションの実㝿 学生がコンサルテーションを自分のフールドで実する。 

10 学生が実したコンサルテーションのプレゼンテーションをし、学生間で討議をし、教師がスーࣃ
ーࣅジョンを行う。࢝プランの4つのࣔࢹルとࣜࢵࣆトとࣜࢵࣆトの8つのᙺで検討する。 

11 学生が実したコンサルテーションのプレゼンテーションをし、学生間で討議をし、教師がスーࣃ
ーࣅジョンを行う。࢝プランの4つのࣔࢹルとࣜࢵࣆトとࣜࢵࣆトの8つのᙺで検討する。 

12 プレゼンテーション・スーࣃーࣅジョン  
ᥦ♧したプレゼンテーションのロールプレインࢢを行い、理論と実践を⤖ࡧ付ける。 

13 プレゼンテーション・スーࣃーࣅジョン  
ᥦ♧したプレゼンテーションのロールプレインࢢを行い、理論と実践を⤖ࡧ付ける。 

14 医師、⸆師、♫会⚟♴ኈ、ᚰ理ኈ、作業療法ኈ、栄養ኈなど他職✀ᑓ㛛家のコンサルテーショ
ン 
⢭⚄看護ᑓ㛛看護師が他職✀ᑓ㛛家に実するコンサルテーションについて、その限⏺と᭷ຠ性を
య験事例を基に討議する。 

15 ධ㝔の場とᆅᇦの場でのコンサルテーション 
ධ㝔の場で行うコンサルテーションとᆅᇦの場で行うコンサルテーションの┦㐪、ὀ意点に関して
ᩥ⊩と実践య験を基に討議し、ᣑする⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のコンサルテーションを学ぶ。 

テキスト 
・参考書 川野雅資�ᨵゞ版コンサルテーションを学ぶ、クࣜ࢜テケア、201� 

アンࢲーウࢵド 3.(1��5)�コンサルテーションの概要―コンサルタントの❧場から、インターナショ
ナルナーシンࢢレࣗࣅー、18(5)� 4�12 
/LSSLWW *.� /LSSLWW 5.(1�8�)�7KH &RQVXOWLQJ 3URFHVV LQ $FWLRQ� -RVVH\�%DVV 3IHLIIHU� 6DQ 
)UDQFLVFR 
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&DSODQ *(1��0)�7KH WKHRU\ DQG SUDFWLFH RI PHQWDO KHDOWK FRQVXOWDWLRQ� %DVLF %RRNV� ,1*.� 
3XEOLVKHUV� 1HZ <RUN 
&DPSEHOO '.� 'UDSHU 5.� +XIILQJWRQ &.(1��5)�$ 6\VWHPLF $SSURDFK WR &RQVXOWDWLRQ� .DUQDF %RRNV� 
/RQGRQ  

予習・復習に
ついての情報 

日ᖖの実践の場における現象をコンサルテーションというど点で分ᯒする 
（事前学習）ձ自分自身が実践したコンサルテーションをまとめておく。ղᨵゞ版コンサルテーショ
ンを学ぶを⢭ㄞしておく。
（事後学習）自分の⤌⧊で実践したコンサルテーションを学習したグ㘓⏝⣬にまとめ、ྍ能な限ࡾ教
員からスーࣃーࣅジョンを⥅⥆的に受ける。

授業の形式 講義、討論、プレゼンテーション、ロールプレインࢢ 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(80�)、プレゼンテーション(20�) 
課題レポートࡣḟのど点で評価する。 
実践したコンサルテーションを࢝プランの4つのࣔࢹルで分ᯒし(20�)、ࣜࢵࣆトらの8つのᙺで分ᯒ
し(20�)、受けたスーࣃーࣅジョンの意味と自分の課題をᩥ⊩を⏝いて考察し(30�)、後、自分の臨
床で期待されるコンサルテーションのᙺについて論㏙する(10�)。 
プレゼンテーションࡣḟのど点で評価する。 
実践したコンサルテーションをグ㘓⏝⣬に則ࡾ理解しやすくまとめ(10�)、分かࡾやすく発表する
(10�)。 

その他 
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科目名 看護理論特論 

担当教員 守本とも子、川野雅資 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
イムに係るᅜෆእの関㐃ㅖ理論を概観し、看護学とࢲラࣃ看護ࠖの４つࠕᗣࠖࠕቃࠖ⎔ࠕ人間ࠖࠕ
の関係性について理解する。また、看護理論を通して看護実践のࢹࣅ࢚ンスについて明確にする。さ
らに、な看護理論の比㍑分ᯒを行い、それࡒれの理論ᵓ㐀と特性を明らかにすることで、༟㉺した
看護実践、看護教⫱、看護◊究のᛂ⏝を検討する。 

授業の目標 
1.看護学に関㐃するᅜෆእのㅖ理論を学ࡧ、看護とࡣఱかを探究する。
2.看護理論を通して、看護実践のࢹࣅ࢚ンスを明確にする。
3.な看護理論の比㍑検討を行い、それࡒれの理論ᵓ㐀と特性を明らかにする。
4.看護理論を実践にᛂ⏝することができる。

授業計画 

１ 看護に関㐃するࣃラࢲイム 
人間ࠕ  看護学との関㐃性を理解する。 （守本）、ࡧቃࠖについてᅜෆእの関㐃ㅖ理論を学⎔ࠕࠖ

２ 看護に関㐃するࣃラࢲイム 
 。看護学についてのὝ察を深める、ࡧ看護ࠖについてᅜෆእの関㐃ㅖ理論を学ࠕᗣࠖࠕ

（守本） 

３ ඛ㐍ᅜにおける看護理論の歴史的⫼ᬒ  
としてイࣜࢠス、ア࣓ࣜ࢝の看護理論の歴史的⫼ᬒを理解する。 （守本） 

４ 要な看護理論の理解 Ⅰ 
࣡トࢯン ࣗࣄーマンケアࣜンࢢ   （川野） 

５ 要な看護理論の理解 Ⅱ 
ࢢク・ナーシンࢵステࢽーマࣗࣄ  （川野） 

６ 要な看護理論の理解 Ϫ 
レーࢽン࢞ー ␗ᩥ看護論   （守本） 

７ な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ Ⅰ 
ナイࢳンࢤールࠕ看護ぬ書ࠖ  （守本） 

８ な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ Ⅱ  
 看護の基本となるものࠖ （守本）ࠕンࢯーࢲン࣊ア㸿㸬ࢽージࣦ

９ な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ Ϫ 
アーࢿステン・ウーࢹンࢵࣂク ࠕ臨床看護の本質―患者ຓの技術ࠖ 　　　（守本） 

10 な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ ϫ 
人間関係の看護理論ࠖࠕロウࣈ࣌ード㹃㸬࢞ルࣄ 　　　（守本） 

11 な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ Ϭ 
シスター・ࣜ࢝スタ・ロイࢨࠕ・ロイ㐺ᛂ看護ࣔࢹルࠖ 　　　（守本） 

12 な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ ϭ 
ドロセア㹃㸬࢜レム࢜ࠕレム看護論―看護実践における基本概念ࠖ 　　　（守本） 

13 な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ Ϯ 
ドロシー㹃㸬ジョンࢯンࠕ看護のための行動システムࣔࢹルࠖ 　　　（守本） 

14 な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ ϯ 
ジョイス・トラベルࣅーࠕ人間対人間の看護ࠖ  　　（守本） 

15 な看護理論に基づいた実践のᛂ⏝ ϰ 
マーサー・ロジࣕースࠕロジࣕース看護論ࠖ

テキスト
・参考書

 ラールプレス 2010年 監修㸸守本とも子 ⦅㞟㸸ᇼෆ美⏤⣖ࣆࠖࢳの学㝿的アプローᅜ㝿看護ࠕ
ラールプレス 2014年 監修㸸守ࣆこれからのᅜ㝿看護学 㸫ᅜቃを㉺えた看護実践のためにーࠖࠕ
本とも子 ⦅著㸸⏣中奈 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）これまでの看護実践のなかで、どのような看護理論がベースになっていたかをまとめて
おく。 
（事後学習）学習した看護理論を後の臨床場面で活⏝したことをグ㏙しておく。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート(100％)

その他 

 　　（守本） 
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科目名 看護教⫱学特論 

担当教員 守本とも子、ᓥὒ子、㔠ᒣ᠇ṇ 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護ケアの質を高めるために必要な看護職の教⫱的ാきかけ、教⫱⎔ቃづくࡾなど、看護の⥅⥆教

⫱に関する知識と技術を教授する。教⫱学の原理を㋃まえ、教⫱方法の理論と技法、評価方法を学ࡧ

⥅⥆教⫱にᛂ⏝できる能力を教授する。⥅⥆教⫱の現状と課題、後必要な教⫱ෆ容を教授する。 

授業の目標 
1.教⫱学について理解する。
2.看護教⫱について理解する。
3.教⫱方法の理論と技法を理解する。
4.教⫱プロࢢラムの評価を理解する。
5.保医療⚟♴のᑓ㛛家と調整して⥅⥆教⫱を᥎㐍することを理解する。

授業計画 

１ 教⫱学の考え方、≀の見方 
職業的な看護教⫱から看護教⫱学の学問的変遷と、ྛ 㡿ᇦの教⫱にඹ通するᬑ㐢的な要⣲につい
て講義する。  　　　　（守本） 

２ 看護教⫱が目ᣦすこと、看護教⫱に必要な知識と能力について講義し、実践力としての自己ຠ力 
感、࢚ン࣡ࣃー࣓ント力について考える。  　　　　　（守本） 

３ 基♏教⫱とᑓ㛛教⫱の目的と♫会のࢽードについて講義し、看護教⫱課⛬について㏣究する。 
   （㔠ᒣ） 

４ 学習理論について、ඛ人の理論を⏝いて講義する。 
 （㔠ᒣ） 

５ ♫会人基♏力とその教授方法をᑓ㛛性を発するための要⣲をྍどするための方法論をᥦ♧
し、⫱て方・⫱ࡕ方について㏣ཬする。  　（守本） 

６ 問題解決能力を看護の⥅⥆教⫱で⫱成する方法を事例を⏝いて講義し、ྛ 々の⨨かれている⎔ቃと
❧場で検討する。 　　　（守本） 

７ 学習形態と教授方法 
教⫱の≀的、人的⎔ቃとタഛ。教⫱担当者をᨭする技法を⋓得するための方法について考える。 

（ᓥ） 

８ 教⫱の㔞的・質的評価の方法と実践について講義し㏣究する。   

 （ᓥ） 
９ ⥅⥆教⫱と予⟬、看護⟶理上の問題との調整について講義し㏣究する。 

 （ ᓥ） 

10 ᰿ᣐに基づく動機づけを高める面᥋技法の理論を学習し、᭦に、技術の⋓得について検討する。 
（ᓥ） 

11 臨床知について講義し、臨床の問を解明するための方法を検討する。 

（ ᓥ） 
12 看護⟶理をྲྀࡾᕳく⎔ቃの変や看護⟶理の変遷について講義し、現௦における看護⟶理の 

課題と看護⥅⥆教⫱との関㐃を㏣究する。     （守本） 
13 人を⫱てるためのຠᯝ的な教⫱方法（プࣜセプター、ࣃートナーシࢵプナーシンࢢシステム） 

について㏣究する。      （守本） 
14 ⥅⥆教⫱プロࢢラムの課題の分ᯒと看護ᑓ㛛職の機能と活動に必要な知識を講義し㏣究する。 

（守本） 
15 看護学、⥅⥆教⫱における倫理的課題とその解決について学修し、看護を⟶理する人にồめられる

本質について㏣究する。              （守本） 
テキスト 

・参考書 㐺ᐅᥦ♧するが、資ᩱの配ᕸも行う。また、ึᅇにᩥ⊩ࣜストを配付する。 

予習・復習に
ついての情報 㝶時ᥦ♧する。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート（100％） 

その他 
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科目名 看護⟶理学特論 

担当教員 藤⏣ᬛ恵子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護⟶理学の基本的概念とともに看護⟶理学をᨭえるㅖ理論について教授する。高度実践看護師のᯝ

たすきᙺとしての⤌⧊㐠Ⴀ、⤌⧊の活性について学ࡧ、そのために必要なࢳーム医療のマࢿジ

࣓ント、⟶理者との㐃ᦠ・調整について検討する。また、質の高い看護サーࣅスをᥦ౪することの意

味を㏣究し、高度実践看護師として看護の質のྥ上のためのᡓ␎と看護⟶理のど点からྲྀࡾ⤌むき

後の課題についてᒎ望する。

授業の目標 
1.看護⟶理の基本概念を理解し看護⟶理に必要な知識と技術についてㄝ明できる。

2.看護実践にᙳ㡪をえている⤌⧊的課題について看護⟶理者とඹྠして解決にྥかう概念と理論を

⏝いてㄝ明できる。

3.⤌⧊㐠Ⴀに参画し⤌⧊的課題の解決策をᥦできる。

4.高度実践看護師として保医療⤌⧊におけるከ職✀ᵓ成員との調整について㏙ることができる。

授業計画 

１ 看護およࡧ看護⟶理の定義 
看護とࡣ、⟶理とࡣ、看護⟶理とࡣについて、ྛ定義とそれࡒれの関㐃性について明確にする。 

２ 看護⟶理の基本概念と看護⟶理に必要な知識య⣔ 
看護⟶理学に含まれる要⣲の概念を通して、基本的な概念の⤫合について検討する。看護⟶理に必
要な知識య⣔を明確にし、それらを⤫合することの重要性について教授する。 

３ ⤌⧊論と⤌⧊行動 
⤌⧊論と⤌⧊原則を理解し、看護の現場における⤌⧊行動の考え方を検討する。⤌⧊理論について
の資ᩱを」数確認し、理論と⤌⧊行動の⤫合について理解を深める。 

４ ⤌⧊理念、⤌⧊ᩥ、⤌⧊分ᯒ 
⤌⧊の成ࡕ❧ࡾとᵓ㐀、⤌⧊㢼ᅵ、⤌⧊ᩥについて理解し、⤌⧊分ᯒの在ࡾ方を検討する。ྛ自
の⤌⧊状況をᥦ♧し、実㝿に分ᯒをヨࡳる。 

５ システム論とシステムアプローࢳ 
システム論の理解を通してシステム思考と看護⟶理のシステムアプローࢳについて理解する。ྛ 自
の⤌⧊においてどのような看護⟶理システムアプローࢳがྍ能かについて検討する。 

６ ࣜーࢲーシࢵプの概念と理論 
基♏理論としてのࣜーࢲーシࢵプ理論について理解する。ྛ 理論を通して、看護実践との関㐃性に
ついて検討する。 

７ ࣜーࢲーシࢵプのスキル 
ࣜーࢲーシࢵプの発について検討し、教⫱的ᙺをᯝたすこととేࡏて考察を深める。ྛ 自が⨨
かれている状況ୗでどのようなࣜーࢲーシࢵプ㺽が᭷ຠであるかについて検討する。 

８ ⤌⧊の中の動機付け、意思決定 
要な看護⟶理の方法論としての動機付け理論と意思決定理論について理解し考察する。ྛ 理論と
ࣜーࢲーシࢵプとの㐃動について検討する。 

９ ⤌⧊変㠉、΅の原理 
変理論について理解し、΅の原理から΅のスキルについて理解する。⤌⧊変㠉における変㠉
理論の᭷ຠ性と΅の原理について実㝿の事例を通して学ぶ。 

10 ⤌⧊における࣡ࣃーと࢚ン࣡ࣃー࣓ント、アサーテࢿࣈス 
ࡾスについて検討し、ᑓ㛛職としての事の在ࢿࣈー࣓ント、アサーテ࣡ࣃン࢚、ーの行࣡ࣃ
方について考察する。事例を通して࣡ࣃー、࢚ン࣡ࣃー࣓ント、アサーテࢿࣈスの実㝿について
学ぶ。 

 ジ࣓ントࢿーム医療のマࢳ 11
ーム医療の実現にྥけた高度実践看護師としての⤌⧊におけるᙺと㈐ົࢳーム医療の概念とࢳ
について検討する。 

12 高度実践看護師としての⟶理職者との㐃ᦠ・調整、⤌⧊ 
高度実践看護師として、ᑓ㛛看護活動に必要な保・医療・⚟♴にかかࢃるከ職✀間や看護⤌⧊に
おける調整・協力・⟶理について、⟶理者との㐃ᦠ・調整のあࡾ方を検討する。 

13 医療Ᏻとࣜスクマࢿジ࣓ント 
Ᏻ⟶理యไ⤌⧊とࣜスクマࢿジ࣓ントの考え方について㏣究する。 
医療事ᨾに⮳った数✀の事例分ᯒから、ࣜスクマࢿジ࣓ントの機能について検討する。 

14 看護サーࣅスの質保ド 
看護資※の⟶理と活⏝の実㝿 
ドナベࢹアンの３ഃ面からの質評価を通して、医療と看護の質評価について検討する。 

15 ♫会変にకう現௦の医療の変と高度実践看護師にồめられるᙺとこれからの課題 
看護をとࡾまく⎔ቃ的ഃ面の問題と課題について探究する。 
看護⟶理のど点から現在の日本の医療がồめる㹁㹌㹑の活⏝・活㌍のあࡾ方について、ྛ 自で課題
をᥦ♧し、ࢹスࢵ࢝ションを通してᑗ᮶のᒎ望を整理する。 
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テキスト 
・参考書 

㸺参考書㸼:.*.スコࢵト�7.5.ミ࢙ࢳࢵル�3.+.ࣂーンࣂウム著�㕥ᮌᖾẎ 監ヂࠕ⤌⧊理論―ᵓ㐀・行動分ᯒࠖඵ༓

௦出版㸪㸭ステフン・ロࣅンス著�高ᮌᬕኵ 監ヂࠕ⤌⧊行動のマࢿジ࣓ントࠖࢲイࣖࣔンド♫㸪 

行動科学の ⏝ධ㛛からᛂࠕン著�ᒣ本成�ᒣ本あづさヂࢯード�'・(・ジョンࣕࢳランࣈ・+・.�ーシࣁ・3

ᒎ開 人的資※の活⏝ࠖ生⏘性出版㸪㸭部ಇ子�中西╬子監修�部ಇ子�原⿱美子⦅㞟ࠕ看護⟶理学習テキス

ト➨1ᕳ㹼8ᕳࠖ日本看護協会出版会                  ͤその他資ᩱとして㝶時⤂する。 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）ձ自タの⤌⧊యไを明確にし、⤌⧊ᅗにおける自身の❧ࡕ位⨨とᙺについて明確に
しておく。ղ自タの⤌⧊上の問題点と課題について整理しておく。 

（事後学習）自身の❧場で実できる看護⟶理のഃ面（⤌⧊変㠉、ࣜーࢲーシࢵプ、΅、㐃ᦠ・調
整など）からのෆ容と方法についてලయ的に整理する。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

授業の✚ᴟ的参ຍ（30�）、課題発表とෆ容（30�）、レポート（40�） 

その他 
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科目名 臨床⸆理学 

担当教員 味⏣⿱、ᯇᾆ⣧ᖹ 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １・２年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
✀々の態要ᅉ・状況を㋃まえて、医療現場の⥭ᛴᛂᛴฎ⨨、症状調整、៏性患⟶理に必要な⸆

の・作⏝を含む⸆力学的ならࡧに生యにྲྀࡾ㎸まれた⸆のయෆ㐠命面での⸆≀作⏝を解ㄝする。

医⸆ရの医療現場でのྲྀᢅࡾい、⸆≀⃰度を 定しながらの⸆≀治療�ࣜスクマࢿイジ࣓ントを学習す

る。日ᖖ生活のᙳ㡪、服⸆ᣦᑟと患者と家族のコンプライアンスを高めるための看護ᨭの技術に

ついて事例を基に討議して修得する。 

授業の目標 
ᑓ㛛看護師の能力として、⥭ᛴᛂᛴฎ⨨、症状調整、៏性患⟶理に必要な⸆を中ᚰに、⸆≀⏝

の判断、ᢞ⸆後のࣔࢽタࣜンࢢ、生活調整、ᅇ復力のಁ㐍、患者の服⸆⟶理能力のྥ上をᅗるための

知識と技術を修得する。 

1.⸆の基♏・臨床の⸆理作⏝と⸆≀動態学の基本原理を理解する。

2.ྛに⏝される⸆≀についての知識を分㢮࢝テࣜࢦーに関㐃さࡏて理解する。

3.臨床において、看護の面から⸆≀の㐺ṇ・Ᏻ・最㐺⏝が実践できるようにする。

4.⸆≀治療ࡣ患者ഃからの協力・理解が必要で、その㝿 服⸆ᣦᑟを含めたコミࣗࢽケーションの重要

性を理解する。

5.㞴治療における新つ医⸆ရの⸆≀治療に✚ᴟ的に看護ᨭができるようにする。

授業計画 

１ 臨床⸆理学概論１（⸆≀の様式、యෆ動態、⸆≀┦作⏝、新つ医⸆ရの開発୪ࡧに新⸆≀療法に
関ࢃる臨床◊究の看護㡿ᇦの関ࡾࢃᨭ➼）                   （味⏣） 

２ 臨床⸆理学概論２（よࡾಶูされた⸆≀治療の実践における看護ᨭ㸹㑇ఏ性⸆理を㋃まえた⸆
≀動態、ᢞ経㊰、⏝法・⏝㔞、㆙告・⚗ᚷ➼を㋃まえて）             （味⏣） 

３ ᚠ⎔ჾ⣔患に作⏝する医⸆ရ（ᚰ治療⸆、ᢠ高⾑ᅽ症⸆、ᢠ⊃ᚰ症⸆、ᢠ整⬦⸆の 
作⏝機ᗎ）・関㐃患に対する新つ治療⸆の最新治療と看護ᨭ    （味⏣） 

４ ྾ჾ・ᾘჾ⣔患に作⏝する医⸆ရ（気⟶ᨭႍᜥ治療⸆、㙠တ⸆、ᾘ性₽⒆治療⸆、ไྤ 
⸆の作⏝機ᗎ）・関㐃患に対する新つ治療⸆の最新治療と看護ᨭ    （味⏣） 

５ ௦ㅰ性患に作⏝する医⸆ရ（⢾ᒀ治療⸆、⬡質␗ᖖ症治療⸆、高ᒀ㓟⾑症・③㢼治療⸆の作⏝
機ᗎ）・関㐃患に対する新つ治療⸆の最新治療と看護ᨭ             （味⏣） 

６ 中ᯡ⚄経⣔患に作⏝する医⸆ရ（ദ╀⸆、㙠③⸆、ᢠࣃーキンࢯン⸆、ᢠてࢇかࢇ⸆の作⏝機
ᗎ）・ᡭ術医療における㯞㓉⸆➼の⸆≀⏝、ならࡧに付㝶した⸆≀⏝と看護ᨭ （味⏣） 

７ ⢭⚄・⚄経⣔患に作⏝する医⸆ရ（ᢠ⢭⚄⸆、ᢠうつ⸆・ᢠ㌄⸆、ᢠアルࣁࢶイマー⸆、認
知症治療⸆の作⏝機ᗎ）、ならࡧにᢠ認知症⸆による治療と看護ᨭ         （味⏣） 

８ 臨床ᛂ⏝と実㝿（1） クࣜテ࢝ル看護で⸆≀が⏝される患者の臨床判断、⥭ᛴ・៏性時の
⸆⏝、㙠③・㙠㟼⸆⏝の重症患者の観察、アセス࣓ント、臨床判断（関㐃975➼での⏝に
よる教⫱➼） （味⏣） 

９ 臨床ᛂ⏝と実㝿（2） 感ᰁ症に関する医⸆ရ㸸ᢠ⳦⸆の㐺ṇ⏝、⸆選択、యෆ動態・⸆ຠ、
特に⪏性⳦対策・㝔ෆ感ᰁ対策の関およࡧ臨床判断。 +,9、⤖᰾治療における服⸆⟶理・ᣦ
ᑟと最新治療  （味⏣） 

10 臨床ᛂ⏝と実㝿（3） がࢇ学療法に関する医⸆ရ㸸な⸆≀（ᢠがࢇ）作⏝機ᗎ、作⏝の
症状マࢿジ࣓ント、Ᏻなྲྀᢅい、⦆医療・生活調整・服⸆⟶理➼の関、臨床判断。୪ࡧに
最新治療と看護ᨭ    （味⏣） 

11 臨床ᛂ⏝と実㝿（4） イ）小児の発㐩にᛂࡌた⸆≀療法、その⸆≀動態の特ᚩを㋃まえた治療⸆
の7'0➼をしたฎ方タ計と看護ᨭ、୪ࡧに患者の服⸆⟶理、生活調整。ロ）ᛴ性期・៏性期に
おける小児・高齢者における⸆≀感受性の㐪いと臨床判断。ࣁ）高齢者患者の服⸆⟶理と生活調
整。  （味⏣） 

12 臨床ᛂ⏝と実㝿（5） ዪ性の性と生殖における⸆≀のᙳ㡪と服⸆⟶理、臨床判断、ዷፎ期・分ፔ
期・授ங期の⸆≀のᙳ㡪、㝕③ಁ㐍、性࣍ルࣔン、経ཱྀ㑊ዷ⸆⏝の最新療法と看護ᨭ 

（味⏣） 

13 ⸆を⏝する患者の服⸆コンプライアンスと生活調整の重要性、ᅇ復力のಁ㐍、服⸆⟶理能力の
ྥ上をᅗるための看護師としての教⫱とຓ方法     （味⏣） 

14 ⸆≀療法を受ける患者と家族のど点から身య面・ᚰ理面のᙳ㡪と倫理的課題について    
臨床での⸆≀療法に関する経験事例を報告し、事例検討を行う。⸆≀療法に関する事例検討を通し
てそこで得た知見を臨床でどのように活⏝していくか、また学生のయ験発表について、教員が教授
する。 （ᯇᾆ） 

15 患者と家族がᏳᚰして⸆≀療法（₎方を含む）を受けられるために医師、⸆師と協ാする看護師
のᨭ 
患者の⸆≀療法（₎方を含む）の服⸆⟶理能力のྥ上をᅗるための知識と看護技術（服⸆アドࣄア
ランス）について教授する。 （ᯇᾆ） 
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テキスト 
・参考書 日本臨床⸆理学会⦅（中野・Ᏻ原 他）―ࠗ臨床⸆理学࠘ 

ᶫி一ࠗ患からࡳた臨床⸆理学࠘ࡌう 

予習・復習に
ついての情報 

ᣦ定されたテキストを⇍ㄞするとともに、ẖᅇの講義ෆ容に関㐃した参考書で基本的な⏝ㄒを理解す
ること。 

授業の形式 テキスト、配付資ᩱ、ど⫈ぬ資ᩱを⏝いた講義、演習 

評価の方法（評

価の配点比率

と評価の要点） 

筆グヨ験（80�）レポート課題（20�） 

その他 
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科目名 態生理学 

担当教員 味⏣⿱、ᯇᾆ⣧ᖹ、㎷川┿ᘪ、ྜྷ⏣ᯞ、➉ෆబᬛ恵、⚟㘓恵子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １・２年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
⮚ჾ⣔⤫ูに要な症ೃの態生理を学習し、患者の態生理を㋃まえた、よࡾ高度な看護を実践でき

る基♏的能力を養う。ලయ的にࡣ、臨床現場でよく観察される症ೃの態生理を講義し、そのような症

ೃを♧す事例の症状や検ᰝ所見などから態生理を検討し、プレゼンテーションཬࢹࡧスࢵ࢝ション

を行う。 

授業の目標 
1.たる症ೃの態生理が理解できる。

2.学習ෆ容を活⏝して、事例の態生理をᅗ式し、ㄝ明できる。

3.ᥦ♧された事例の態を㋃まえて、必要な看護ຓをㄝ明できる。

授業計画 

１ 態生理学の概念、⥲論㹇（ṇᖖと患、⣽⬊・⤌⧊の障害 ➼� 特にࣀࢤムレベルでの態、 
㑇ఏ子治療の看護ᨭ➼）       （味⏣） 

２ ⥲論,,（生活習័、アレルࢠー性患、⭘⒆、㑇ఏ子␗ᖖ、⪁とṚ ➼㸹特にྛ✀患の 
最新の態理情報とそれに対ᛂする看護ᨭ）   （味⏣） 

３ ⓶・య 調⠇と態生理、ඹに⓶・య 調⠇の重要性と看護ᨭ （味⏣・ྜྷ⏣） 

４ ච⣔患の態生理、とඹに最新情報のྲྀ得と治療法、特にྛ✀ච患の解明にకう新つ 
治療法と看護ᨭ    （味⏣） 

５ యᾮ調⠇と態生理、⾑ᾮ・㐀⾑ჾ⣔患の態生理、とඹに最新情報のྲྀ得と対ᛂ、特に 
ྛ✀ච患の解明にకう新治療法と看護ᨭ   （味⏣・➉ෆ） 

６ ᚠ⎔ჾ患と態生理、とඹに最新情報のྲྀ得と治療法、特にྛ✀患の解明にకう新⸆含む 
治療法と看護ᨭ   （味⏣・➉ෆ） 

７ ྾ჾ⣔患と態生理、とඹに最新情報のྲྀ得と治療法、特に態解明にకう新治療法と 
看護ᨭ  （味⏣・➉ෆ） 

８ ᾘჾ⣔患の態生理、௦ㅰ⣔患の態生理、とඹに⫶⭠・⫢患の最新情報のྲྀ得と 
治療法、特に態解明にకう新⸆による治療法と看護ᨭ  （味⏣・ྜྷ⏣） 

９ ⭈・Ἢᒀჾ⣔患の態生理、とඹに最新情報のྲྀ得と治療法、特に⭈・Ἢᒀჾ㡿ᇦ患態の 
解明にకう新治療法と看護ᨭ（㑇ఏ子治療も含む） （味⏣・ྜྷ⏣） 

10 ෆ分Ἢ⣔患の態生理� 生殖の⤌ࡳと態生理（ྛ患発現機ᵓに関する最新情報と治療法 
ならࡧに看護ᨭ法）   （味⏣） 

11 ⬻⚄経⣔患の態生理（認知症、⢭⚄障害の態生理、とともにྛ患発現機ᵓに関する最新情
報と看護ᨭ法を含む）  （味⏣） 

12 D)➽㦵᱁⣔患の態生理（➽⣔・㦵᱁⣔ྛ患）と治療法、患者の42/面からの看護アプローࢳ
E)感ぬჾのാきと態生理（最新の⪥㰯ဗႃ⣔(どぬ・⫈ぬ・Ⴅぬ➼)患の態生理）、とඹに
認知症➼の⪥㰯ဗႃ科㡿ᇦでの看護ᨭ   （味⏣・⚟㘓） 

13 感ᰁ症、がࢇ患の態生理（感ᰁ症・がࢇ患の態の年௦的経緯とその画期的治療法に 
ついて、ච・㑇ఏ性レベル➼での治療について解ㄝ、看護ᨭ） （味⏣・㎷川） 

14 態生理学的変が患者の身య機能・ᚰ理面・♫会面にཬࡰすᙳ㡪  
臨床での態生理学に関するయ験事例を報告し事例検討を行う。態生理学に関する事例検討を 
通して得た知見を臨床でどのように活⏝していくか、また学生のయ験を発表し、それに関して教 
員が教授する。   （ᯇᾆ） 

15 態生理学的変に㐺ᛂして、質の高い生活を㏦るᨭ  
ンスに基づいた対象の態生理学的変から42/ྥ上のために必要な知識と技術について教ࢹࣅ࢚
授する。     （ᯇᾆ） 

テキスト 
・参考書 

ྜྷᒸಇṇࠗ㉸ࣅジࣗアル態生理学࣓࠘ジ࢝ルࣗࣅー♫ 

ᕷ⏣බ美ࠗと態生理࠘南江堂 

予習・復習に
ついての情報 

ᣦ定されたテキストを⇍ㄞするとともに、ẖᅇの講義ෆ容に関㐃した参考書で基本的な⏝ㄒを理解する

こと。 

授業の形式 テキスト、配付資ᩱ、ど⫈ぬ資ᩱを⏝いた講義、演習 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

筆グヨ験（80�）レポート課題（20�） 

その他 
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科目名 フジ࢝ルアセス࣓ント 

担当教員 Ⲩᮌ༤㝧、ᯇᾆ⣧ᖹ、ྜྷ⏣ᯞ、➉ෆబᬛ恵、⚟㘓恵子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １・２年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
高度実践看護師が、」㞧なᗣ問題を持つ対象の身య状況を⣔⤫的に身のデᰝをし、臨床看護判断を行
うために必要なフジ࢝ルアセス࣓ントの知識と技術を教授する。⣔⤫的フジ࢝ルアセス࣓ントを基盤
として、クライ࢚ントの状態にἢったアセス࣓ントᡭ法と⤖ᯝの臨床判断について実践的に学ぶ。プレゼ
ンテーションཬࢹࡧスࢵ࢝ション、ᶍᨃ患者を⏝いた実践演習を行う。 

授業の目標 
1. ᑓ㛛看護師に必要な⣔⤫的身యデᰝのᡭ技と意味、その⤖ᯝを臨床判断に⤖ࡧつける思考力を身につ

ける。
2. 身のྛ⮚ჾ、⣔のデᰝと臨床判断を学ぶ。
3. 」㞧なᗣ問題を持つ対象のフジ࢝ルアセス࣓ントを修得する。
4. ᑓ㛛看護師に必要な臨床看護判断能力を高める。
5. ✀々のライフ・ステージにある対象者の症状や所見➼のࢹࣅ࢚ンスに基づき、態を解㔘・判

断し、それらに基づき臨床看護判断を行う能力を養う。
�. 臨床で実践しているフジ࢝ルアセス࣓ントの力㔞を高める。

授業計画 

１ ᑓ㛛看護師に必要なフジ࢝ルアセス࣓ントの力㔞 
ྛ✀患のフジ࢝ルアセス࣓ントの意味と解ᯒ➼  （Ⲩᮌ) 

２ ⬻⚄経⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
⬻⚄経⣔のデ察と評価�問デ、どデ、ゐデ、ᡴデ、意識障害、ᑕ␗ᖖの評価について学ぶ。 

 （Ⲩᮌ) 

３ 㐠動ჾ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
㐠動ჾ⣔のデ察と評価�問デ、どデ、ゐデ、ᡴデ、ゐデ、関⠇ྍ動ᇦ、⑊③の評価について学ぶ。 
シࣗミレーターࣔࢹル人形(フジコ)での演習。 （Ⲩᮌ・⚟㘓) 

４ ᾘჾ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
ᾘჾ⣔（⭡部）のデ察と評価㸸問デ�⭡部のどデ・ゐデ・ᡴデ・⫈デ、⭡Ỉの観察、ዪ性患者の⭡
部のど方、⭡部のアセス࣓ントの␃意点、⭡Ỉの評価について学ぶ。シࣗミレーターࣔࢹル人形(フ
 (⏣ྜྷ・ジコ)での演習。                              （Ⲩᮌ

５ ⪥㰯ဗႃ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
⪥㰯ဗႃ⣔のデ察と評価� 問デ、どデ、⪥㙾、⫈力、㰘⭷・⅖症の観察によࡾ⪥㰯ဗႃ⣔のアセス 
࣓ントのの␃意点を学ぶ。ᶍᨃ患者での演習。    （Ⲩᮌ) 

６ ║患のフジ࢝ルアセス࣓ント 
║患のデ察と評価�問デ、ど力、ど野、║ᗏ㙾の観察によࡾ、ど力障害、ⓑෆ障、高⾑ᅽ、⢾ᒀな

評価について学ぶ。ᶍᨃ患者での演習。                          （Ⲩᮌ) 

７ ᚠ⎔ჾ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
ᚠ⎔ჾ⣔のデ察と評価� 問デ、どデ、⬦のゐデ、ᚰ㡢の⫈デ・ᡴデ、⾑ᅽ、ᾋ⭘の観察、྾の 
評価、ᚠ⎔動態の評価について学ぶ。シࣗミレーターࣔࢹル人形(フジコ)での演習。 

（Ⲩᮌ・➉ෆ) 

８ ⾑ᾮ・㐀⾑ჾ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
⾑ᾮ・㐀⾑ჾ⣔のデ察と評価� 問デ、どデ、⫈デ、の観察と⾑ᾮ検ᰝによࡾ、㈋⾑、出⾑ഴྥ 
の評価。     （Ⲩᮌ) 

９ ௦ㅰ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
௦ㅰ⣔のデ察と評価� 問デ、どデ、⫈デ、ᡴデ、身య計 によࡾ、栄養・௦ㅰのアセス࣓ントの 
␃意点と評価を学ぶ。ᶍᨃ患者での演習。     （Ⲩᮌ) 

10 ྾ჾ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
྾ჾ⣔のデ察と評価� 問デ、どデ、⫈デ、ゐデ、ᡴデによࡾ྾の評価をする。⫵㞧㡢の評価の␃
意点を学ぶ。、シࣗミレーターࣔࢹル人形(フジコ)での演習。             （Ⲩᮌ・➉ෆ) 

11 ච⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
ච⣔のデ察と評価� 問デ、どデ、⫈デ、ゐデ、ᡴデ、⾑ᾮ検ᰝ⤖ᯝから、⅖症ᛂの評価を学ぶ。 

（Ⲩᮌ) 

12 ෆ分Ἢ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
ෆ分Ἢ⣔デ察と評価� 問デ、どデ、⫈デ、ゐデ、ᡴデ、࣍ルࣔン検ᰝ⤖ᯝの評価について学ぶ。 

（Ⲩᮌ) 

13 性機能・⭈Ἢᒀჾ⣔のフジ࢝ルアセス࣓ント 
性機能・⭈Ἢᒀჾ⣔の� 問デ、どデ、⫈デ、ゐデ、ᡴデ、ᒀ㔞、ᒀ検ᰝ⤖ᯝの評価について学ぶ。 

  （Ⲩᮌ・ྜྷ⏣) 

14 高度なフジ࢝ルアセス࣓ントの実践の意味  
看護師が行う高度なフジ࢝ルアセス࣓ントが患者と家族の␗ᖖの早期発見、ᗣᅇ復につながるこ
とをフジ࢝ルアセス࣓ントの実践例を基に討議する。 （ᯇᾆ）

15 患者が自らフジ࢝ルアセス࣓ントの変調に気づくᨭ
」㞧なᗣ問題をもった対象が自らフジ࢝ルアセス࣓ントし、身యの変調に気づくために必要な知
識と技術についてయ験事例を基に討議する。   （ᯇᾆ）
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テキスト 
・参考書 

ᕤ藤㑻ࠗフジ࢝ルアセス࣓ントの᰿ᣐがࢃかる� 機能障害からࡳた からࡔの࣓ࢬࢽ࢝ム࠘ 
医学書㝔   藤ᓮ 㑳ࠗフジ࢝ルアセス࣓ント࢞イド࠘学◊࣓࢝ࢹル⚽₶♫ 

予習・復習に
ついての情報 

ᣦ定されたテキストを⇍ㄞするとともに、ẖᅇの講義ෆ容に関㐃した参考書で基本的な⏝ㄒを理解するこ
と。 
（事前学習）臨床で実践しているフジ࢝ルアセス࣓ントの目的、᰿ᣐ、技術をまとめ、実践しているフ

ルアセス࣓ントが患者の␗ᖖの早期発見、作⏝の早期発見、症状の予 に⧅がった࢝ジ
事例をまとめておく。 

（事後学習）学習したフジ࢝ルアセス࣓ントの知識と技術を臨床でᛂ⏝し、これまでその┦㐪をまとめ
ておく。 

授業の形式 テキスト、配付資ᩱ、ど⫈ぬ資ᩱを⏝いた講義、演習 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

筆グヨ験（80�）レポート課題（20�） 

その他 
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科目名 看護◊究特論 

担当教員 川野雅資、服部律子、中馬成子、𠮷村雅世、ᯇᾆ⣧ᖹ、㎷ୗ守ᘯ、中川晶、ᑿᬛ実 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 必修 単位数 ２単位 

授業の概要 
看護学のᑓ㛛的な知識や技術のྥ上とその開発をᅗるための◊究活動を行う上で必要となる基♏的能
力を⫱成するため、看護◊究の㐣⛬や課題のアプローࢳ方法など◊究の方法を⯡的に学ぶ。 

授業の目標 
1.看護◊究の㐣⛬を理解できる。
2.ᩥ⊩のクࣜテークについて理解できる。
3.◊究課題のタ定のプロセスを理解できる。
4.ྛ✀の◊究ᡭ法を理解できる。
5.自分が実践してきた看護◊究の課題を明確にする。
�.修ኈ論ᩥཪࡣ課題◊究のための◊究ᡭ法を明確にする。

授業計画 

１ 看護◊究とࡣ 
看護◊究とࡣなにかについて、◊究課題、◊究ࢨࢹイン、◊究のプロセスを中ᚰに教授する。 

 （服部） 

２ 看護◊究と倫理 
◊究における倫理の考え方と倫理的配慮の実㝿について教授する。 
倫理ᑂᰝ⏦ㄳ書のグ㏙について、ࣔࢹルを基に学習する。     （服部） 

３ ᩥ⊩クࣜテーク１ 
◊究活動に活かすᩥ⊩クࣜテークの基♏について学ࡧ、自分の関ᚰ㡿ᇦのᩥ⊩を⏝いてクࣜテ
 。ークを行う
自分のクࣜテークと他者のクࣜテークの┦㐪を討議し、自分が見ⴠとしている点につ 
いてᐈ観的に理解を深める。  （中馬） 

４ ᩥ⊩クࣜテーク２ 
高度看護実践や看護◊究におけるシステマテࢵクレࣗࣅーの必要性やその方法など、システマ
テࢵクレࣗࣅーの基本を教授する。   （中馬） 

５ ◊究のᡭ法１（㔞的◊究ᡭ法） 
㔞的◊究ᡭ法を⏝いる◊究ࢨࢹインや㔞的ᡭ法の限⏺について教授する。 
これまで実した㔞的◊究を⏝いて、その限⏺や課題、Ⰻい点を検討する。    （中馬） 

６ ◊究のᡭ法２（㔞的◊究ᡭ法） 
㔞的分ᯒのためのࢹータ㞟方法や変数の 定方法について教授する。 

（中馬） 

７ ◊究のᡭ法３（㔞的◊究ᡭ法） 
⤫計学的分ᯒの方法について教授する。    （中馬） 

８ ◊究のᡭ法４（質的◊究ᡭ法） 
質的◊究ᡭ法を⏝いる◊究ࢨࢹインとそれࡒれのࢨࢹインの特ᚩなど、質的◊究ᡭ法の基♏を教
授する。  
実した質的◊究を⏝いて、㊊している点や課題を検討する。     （𠮷村） 

９ ◊究のᡭ法５（質的◊究ᡭ法） 
質的グ㏙的ෆ容分ᯒ、ࢢラウンࢵࢹド・セࣜ࢜ー、࢚スࢢࣀラフーの方法について教授する。 

（𠮷村） 

10 ◊究のᡭ法６（質的◊究ᡭ法） 
現象学、歴史的◊究法の方法について教授する。   （𠮷村） 

11 ◊究のᡭ法７（会ヰ分ᯒ） 
会ヰ分ᯒの方法について実践事例を基に分ᯒの方法を討議する。  

    （川野） 

12 ◊究のᡭ法８（ナラテࣈ） 
◊究活動における臨床ナラテࣈアプローࢳの᭷ຠ性や、実例を⤂しながら、実践の場におけ
る◊究活動の活⏝について討議する。  （中川） 

13 ◊究のᡭ法９（ナラテࣈ） 
臨床ナラテࣈアプローࢳの方法を教授する。   （中川） 

14 ◊究のᡭ法10（ΰ合◊究ᡭ法） 
テキストマイࢽンࢢを⏝いた◊究を⤂しながら、テキストマイࢽンࢢの方法について 
教授する。   （ᯇᾆ） 

15 ◊究のᡭ法11（実験的ᡭ法） 
実践の場での◊究活動における実験的ᡭ法の活⏝例を♧しながら、実験的ᡭ法の計画や㐍め方に
ついて教授する。 
これまでの学習から、修ኈ論ᩥཪࡣ課題◊究のために必要な◊究的ど点と◊究方法を討議する。 

 （㎷ୗ・ᑿ） 

テキスト・参
考書 

∾野Ύ子、ࠗࢹࣅ࢚ンスに基づく看護実践のためのシステマテࢵクレࣗࣅー࠘、日本看護協会出版
会 
6X]DQ .. *URYH、1DQF\ %XUQV�-HQQLIHU 5. *UD\、㯮⏣ ⿱子他ヂ、ࠗࣂーンࢬ	ࢢローࣈ 看護◊究ධ
㛛 原著➨�版 ―評価・⤫合・ࢹࣅ࢚ンスの生成࠘、࢚ルゼࣅア・ジࣕࣃン 

16



川野雅資⦅著(2015)�看護◊究、3,/$5 3UHVV 
川野雅資⦅著(2002)�看護◊究ධ㛛、ᫍ書ᗑ 
その他、㐺ᐅ⤂する。 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）ձこれまで実践した看護◊究についてまとめ、◊究としての一㈏性について検討してお
く。ղ参ຍした学会➼で、༳象的な◊究についてまとめておく。ճ学術◊究論ᩥを2本ㄞࢇでおく。 
（事後学習）ձ自分がྲྀࡳ⤌ࡾたい◊究課題を明確にする。特に、◊究方法について⥅⥆的に学習す
る。ղ機会を得て、日本看護科学学会や日本看護◊究学会、その他ྛᑓ㛛㡿ᇦの学会に参ຍする。 

授業の形式 講義、ࢹスࢵ࢝ション、実した◊究のᥦ♧ 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート（100％） 
自分が行いたい◊究課題を明確にし(20�)、考えられる◊究方法をᥦ♧し(40�)、定する倫理的課
題を検討し(20�)、◊究方法の課題と利点をᩥ⊩を基に論㏙する(20�) 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学） 

担当教員 守本とも子、𠮷村雅世、中馬成子、Ⱚ⏣ࡺかࡾ、ᯇᾆ⣧ᖹ、బ藤ᩥ 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
在宅で生活している様々なライフステージにおける人々の 42/ のྥ上を目ᣦし、ᗣの⥔持・ ቑ㐍と

治療に関するຓについて現状の課題を考える。 在宅療養で看護が担う医療の中で、高度なマࢿ

ジ࣓ントをకう医療・ฎ⨨についてᅜ㝿的、他職✀との㐃ᦠ、ࣜーࢲーシࢵプをキー࣡ードに、小児

・成人・⪁年と様々なライフステージにある人々の現状を分ᯒし課題について考える。 

授業の目標 
1.在宅療養における治療・ฎ⨨の現状からさまࡊまなライフステージにある人々の看護のᙺに

ついての課題を考察できる

2.在宅療養における治療・ฎ⨨の現状と関ࢃるከ様な職✀から看護のᙺについて後の課題を考

察できる。

3.在宅療養における治療・ฎ⨨の現状とᅜ㝿比㍑から看護の後の課題を考えることができる。

4.在宅医療において高度な医療技術を必要とする医療の中でのࣜーࢲーシࢵプについて考察できる。

授業計画 

１ 在宅療養の成❧の᮲௳と看護活動 （守本） 

在宅看護とࡣ 在宅療養と家族のᨭ 在宅療養を必要とする人たࡕ 

ライフステージとᗣ 在宅看護で行ࢃれる医療・ฎ⨨ ２ 

３ 在宅における㓟⣲療法、྾ධといった྾ჾの医療について、ᅜ㝿性、他職✀、ࣜーࢲーシࢵプを
キー࣡ードにテーマを決め、ᩥ⊩➼から現状について考える。 

   （𠮷村） ４ 

５ 在宅におけるインシࣗࣜン療法といった⢾ᒀに関する医療について、ᅜ㝿性、他職✀、ࣜーࢲー

シࢵプをキー࣡ードにテーマを決め、ᩥ⊩➼から現状について考える。 

 （中馬） ６ 

７ 在宅におけるἥᨭ、㌿ಽ・㌿ⴠ予㜵、〟⒔ฎ⨨、経⟶栄養について、ᅜ㝿性、他職✀、ࣜーࢲ

ーシࢵプをキー࣡ードにテーマを決め、ᩥ⊩➼から現状について考える。  

 （中馬） ８ 

９ 在宅におけるがࢇ性⑊③に対する医療について、ᅜ㝿性、他職✀、ࣜーࢲーシࢵプをキー࣡ードに
テーマを決め、ᩥ⊩➼から看護の課題を考える。 （ᯇᾆ） 

10 

11 ᨭがᅔ㞴な在宅療養患者のᑓ㛛的看護実践㸸⚄経➽㞴・家族 
（Ⱚ⏣） 

12 ᨭがᅔ㞴な在宅療養患者のᑓ㛛的看護実践㸸㸿㹊㹑患者・家族 
  （Ⱚ⏣） 

13 1.在宅における高齢者の⬤ᙅな⓶・യの⟶理とその課題
1）⓶യ（VNLQ WHDU） 2）ᾋ⭘ 3）〟⒔ 

2.在宅におけるἥ⟶理とその課題
1） ኻ⚗ケア 2）ኻ⚗関㐃⓶⅖（,QFRQWLQHQFH $VVRVLDWHG 'HUPDWLWLV） 
3) ストーマ保᭷者のケア

・在㝔日数▷⦰にకう在宅ケアにồめられるもの ・ᒁ所⟶理の評価 
3.⓶・ἥケア㡿ᇦにおけるᑓ㛛性の高い看護師（特定行Ⅽを含む）との㐃ᦠ （బ藤） 

14 

15 

テキスト 
・参考書 

在宅看護―ᬽらしをࡳつめる看護のど点― Ỉᡞ美ὠ子 ⦅㞟 2014.2 中ኸ法つ出版 
ᨺ㏦学教ᮦ 在宅看護論 ⚟ᓥ道子、川野あࡳࡺ⦅著 201�.3 ᨺ㏦学教⫱⯆会 

予習・復習に
ついての情報 

在宅医療で実されている高度医療・ฎ⨨について学ぶ。 
担当するテーマ௨እも、ᩥ⊩検⣴➼で予ഛ知識を持ってࢹスࢵ࢝ションに臨むこと。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅱ（៏性期） 

担当教員 守本とも子、㎷ୗ守ᘯ、中馬成子、⏣中奈、ᯇᾆ⣧ᖹ 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 

成人期・⪁年期の要な患の៏性期における高度な人的看護が実できる能力を⫱成する。また、

在宅における៏性期看護の日的課題を考える。 

成人期・⪁年期に㉳こࡾうる要な患をྲྀࡾ上ࡆ、在宅における医療・ฎ⨨を受ける事例のプレゼ

ンテーションから人的看護の実践についてࢹスࢵ࢝ションし、在宅看護における高度医療に対ᛂ

する方法、課題を考える。 

授業の目標 

1.在宅で医療を生ᾭ⥅⥆する患者・家族を理解するための基盤となる理論と概念について学ࡧ、実践
と◊究の㐺⏝を探究する。

2.ྛライフステージにおいて在宅における高度医療およࡧฎ⨨を受けている患者の問題点を見出し、
人的看護について探究する。

3.在宅における៏性患をもつ患者およࡧ家族の日的課題を探究し、看護を開発する基盤を修得す
る。

授業計画 

１ 在宅看護（៏性期患）における基本理念 （守本） 

アド࢝࣎シー、࢚ン࣡ࣃー࣓ント、ࣃートナーシࢵプ、࣊ルスプロࣔーション、 

自己ຠ力感、セルフマࢿジ࣓ントなどの基本概念を学ぶ。 ２ 

３ 
在宅看護と家族 家族の護㈇担と㍍ῶについて、現状と課題、課題解決の方ྥ性について考える。 

（⏣中） 

４ 
&23'（៏性㛢ሰ性྾ჾ患）をとする྾ჾ患を患う患者・家族の看護について、現状と課
題、課題解決の方ྥ性について考える。      （守本） 

５ 

６ 
⬻༞中後㑇症、認知症などの⚄経障害患者・家族の看護について、現状と課題、課題解決の方ྥ性
について考える。  （守本） 

７ 

８ ⬻⾑⟶患によࡾ㯞⑷のある患者・家族の看護について、現状と課題、課題解決の方ྥ性について

考える。 （ụ西） ９ 

10 ➽㦵᱁⣔障害によࡾ、活動にᨭ障をきたす患者・家族の看護について、現状と課題、課題解決の方
ྥ性について考える。（㦵⢒しࡻう症、⭣部㢕部㦵ᢡ、⭜᳝㦵ᢡ、上⭎㦵ᢡなど） 

 （㎷ୗ） 11 

12 
がࢇ対策基本法と在宅におけるがࢇ看護について、現状と課題、課題解決の方ྥ性について考える。 

（ᯇᾆ） 
13 

14 ⢾ᒀ（合ే症を含む）を患う患者・家族の看護について、現状と課題、課題解決の方ྥ性につい

て考える。 （中馬） 
15 

テキスト 
・参考書 

在宅医療実践࢞イド 2013.4 0HGLFDO 3UDFWLFH⦅㞟ጤ員会  
៏性期看護3➨ࠕ版ࠖ㕥ᮌᚿὠᯞ、藤⏣బ⦅㞟 2014.3 ࢾーࣦ࢙ルࣄロ࣡࢝ 

予習・復習に
ついての情報 

在宅医療で、よく見られる患と看護について学ࡧを深める。 
担当するテーマ௨እも、ᩥ⊩検⣴➼で予ഛ知識を持ってࢹスࢵ࢝ションに臨むこと。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要

点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ϫ（ᅇ復ᨭ） 

担当教員 ㎷ୗ守ᘯ、ఀ藤一、小ᯘᙪ 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
ᆅᇦでの在宅生活をᅇ復ᨭする上での基盤となるᆅᇦࣜࣜࣅࣁテーションの理念を理解し、ケアに
関ࢃる者がᯝたすきᙺについて理解を深めながら、在宅生活におけるᅇ復ᨭのためのࣜーࢲー
として活㌍できるような実践的能力の基♏を㔊成する。ලయ的にࡣ、ᆅᇦ生活ᨭに必㡲である日ᖖ
生活動作の⋓得を目ᣦした行動分ᯒ学的アプローࢳを習得するとともに、ᆅᇦにおいて護予㜵を実
践できるマࢿジ࣓ント能力、そしてセラࣆストなどከ職✀との㐃ᦠや協ാによるᆅᇦ生活者に対する
ಶูᨭ能力をᾰ養する。 

授業の目標 
1.ᆅᇦでの在宅生活をᅇ復ᨭするためのᆅᇦࣜࣜࣅࣁテーションの理念を理解する。
2.在宅でのᅇ復ᨭを᥎㐍のため実践能力を習得する。
3.日ᖖ生活動作の⋓得に必要な行動分ᯒ学的アプローࢳを実践できる。

授業計画 

１ 講義࢞イࢲンス、在宅におけるᅇ復ᨭの概要 
 （㎷ୗ） 

２ 日ᖖ生活動作の㐠動学と動作分ᯒ 
（㎷ୗ） 

３ 在宅生活における日ᖖ生活動作障害
  （㎷ୗ） 

４ 護予㜵のマࢿジ࣓ントと実践アプローࢳ
（㎷ୗ） 

５ 生活習័を合ేする患者の在宅におけるセルフケア 
  （ఀ藤） 

６ ⫧‶を合ేする患者のᅇ復ᨭ 
（ఀ藤） 

７ ៏性྾障害を合ేする患者のᅇ復ᨭ 
（ఀ藤） 

８ ᚰ➽᱾ሰ後の患者に対するᅇ復ᨭ 
（ఀ藤） 

９ ⢾ᒀの患者に対するᅇ復ᨭ  
（ఀ藤） 

10 行動分ᯒ学を⏝いた日ᖖ生活動作の評価 
（小ᯘ） 

11 日ᖖ生活動作ᣦᑟにおけるᛂ⏝行動分ᯒ学１（ベࢵド上基本動作） 
（小ᯘ） 

12 日ᖖ生活動作ᣦᑟにおけるᛂ⏝行動分ᯒ学２（ᗙ位・❧位動作） 
（小ᯘ） 

13 日ᖖ生活動作ᣦᑟにおけるᛂ⏝行動分ᯒ学２（Ṍ行・⛣動動作） 
  （小ᯘ） 

14 在宅場面での護者に対する日ᖖ生活ᣦᑟ
 （小ᯘ） 

15 ᆅᇦにおける在宅生活のᅇ復ᨭの実践事例  
 （㎷ୗ） 

テキスト 
・参考書 

㎷ୗ守ᘯ・小ᯘᙪࠗࣜࣜࣅࣁテーションのための行動分ᯒ学ධ㛛࠘医ṑ⸆出版 
ኴ⏣ோ史ࠗᆅᇦࣜࣜࣅࣁテーション原論࠘医ṑ⸆出版 

予習・復習に
ついての情報 

ᣦ定されたテキストを⇍ㄞするとともに、ẖᅇの講義ෆ容に関㐃した参考書で基本的な⏝ㄒを理解す
ること。 

授業の形式 テキスト、配付資ᩱ、ど⫈ぬ資ᩱを⏝いた講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

筆グヨ験（80�）、レポート課題（20�） 

その他 
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科目名 在宅看護学特論ϫ（ᆅᇦໟᣓᨭ） 

担当教員 守本とも子、ᖹ野ᩥ⏨ 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
ᛴ㏿に㐍行するᆅᇦの高齢を理解し、ᆅᇦໟᣓᨭシステムを᥎㐍する中での看護職がᯝたすᙺ

・課題・問題点について理解するとともに、ᆅᇦの特性を生かしたᆅᇦໟᣓᨭについて概ㄝする。 

また、ᑓ㛛分野における◊究を理解し、自らの◊究にᙺ❧てる力を習得する。 

授業の目標 
1.医療㐃ᦠ・ᆅᇦໟᣓᨭシステムのᵓ⠏の中での看護職のᙺについて考察できる。

2.ᗣ・ᗣを問ࡎࢃ、さまࡊまなᗣレベルにある人が、ᆅᇦで生活するためのᗣᨭ・

ᗣቑ㐍について考察できる。

3.ᆅᇦの特性をᢕᥱするための保・医療⤫計を理解する。

4.ᑓ㛛分野における◊究を考察し、自らの◊究計画にᙺ❧てることができる。

授業計画 

１ さまࡊまなᗣレベルにある人のᗣᨭ・ᗣቑ㐍 
（守本） 

２ 医療㐃ᦠとᆅᇦໟᣓᨭシステム 
（守本） 

３ ㆛ዶ、認知症、⬻༞中後㑇症患者の在宅看護に関㐃するไ度と♫会資※ 
（守本） 

４ ㆛ዶ、認知症、⬻༞中後㑇症患者のケースマࢿジ࣓ントとࢳーム医療 
（守本） 

５ ㆛ዶ、認知症、⬻༞中後㑇症患者のᆅᇦໟᣓケア㐃ᦠ 
（守本） 

６ 保・医療⤫計ձ  
（ᖹ野） 

７ 保・医療⤫計ղ  
（ᖹ野） 

８ ᆅᇦໟᣓᨭシステムのᵓ⠏の実㝿 認知症  
（守本） 

９ 
論ᩥクࣜテークձ 
ᆅᇦໟᣓᨭシステムにおけるᵓ成要⣲に関するᩥ⊩クࣜテークから、◊究の現状と課題・方ྥ 
性を考える。（ఫまいとఫまい方、生活ᨭ、」合サーࣅス、護・医療・⚟♴、本人・家族の 
選択とᚰᵓえ➼）  

（守本） 

10 

11 

12 
論ᩥクࣜテークղ 
ᆅᇦໟᣓシステムにおける自❧ᨭに関するᩥ⊩クࣜテークから、◊究の現状と課題・方ྥ 
性を考える。（自ຓ、ຓ、ඹຓ、බຓ➼）  

 （守本） 

13 

14 

15 まとめ 
（守本） 

テキスト 
・参考書 

ᅜẸ⾨生の動ྥ (最新版)ཌ生ປാ┬⤫計協会 
よくࢃかる看護◊究論ᩥのクࣜテーク ᒣ川ࡳやえ、∾本Ύ子⦅著 2014.� 日本看護協会出版会 

予習・復習に
ついての情報 医療㐃ᦠ・ᆅᇦໟᣓᨭシステムにおける現状について理解しておくこと 

授業の形式 講義、ࢢループ࣡ーク 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（�0％） 
プレゼンテーション（30％） 

その他 
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科目名 ⫱成看護学特論Ⅰ（発㐩ᨭ） 

担当教員 ᒣཱྀồ、江上ⰾ子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義 

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
小児が⢭⚄的・身య的・♫会的にな発㐩を㐙ࡆるために必要な策やไ度ཬࡧᨭ方法について
学習し、ྛ✀身య機能障害や身య障がいを持っている小児の態や、態から᮶る日ᖖ生活の特ᚩに
ついて理解し、小児の望ましい成㛗発㐩や家族機能をᨭするための方法について学ぶ。 

授業の目標 
1.小児期に特ᚩ的な発㐩理論について㏙ることができる。
2.小児や小児をྲྀࡾᕳく家族ཬࡧ♫会に関するไ度や策について㏙ることができる。
3.小児期におこࡾやすい身య機能障害の✀㢮やその特ᚩཬࡧ身య障がい児の特ᚩについて

㏙ることができる。
4.身య機能障害や身య障がいを持つ児やその家族に対し、ලయ的なᨭෆ容を㏙ることができる。

授業計画 

１ 小児の身య的、知的機能ཬࡧ情⥴・♫会性の発㐩について学ぶ。 
（ᒣཱྀ） 

 。ースト➼の発㐩理論について学ぶ࢞ࣅࣁ、࢙アジࣆ、ンࢯク࢚ࣜ ２
（江上） 

 。ースト➼の発㐩理論について学ぶ࢞ࣅࣁ、࢙アジࣆ、ンࢯク࢚ࣜ ３
（江上） 

 。た小児の発㐩について学ぶࡳからࢳレナ―の生態学的アプローࣈン࢙ロンフࣈ ４
（ᒣཱྀ） 

５ 小児期のᗣ問題をとらえるための概念や理論について学ぶ。 
（ᒣཱྀ） 

６ 小児期のᗣ問題をとらえるための概念や理論について学ぶ。 
（ᒣཱྀ） 

７ 小児の発㐩区分ࡈとに見たᗣ問題について学ぶ（ங児期・ᗂ児期）。 
 （江上） 

８ 小児の発㐩区分ࡈとに見たᗣ問題について学ぶ（学❺期・思期）。 
（ᒣཱྀ） 

９ 身యに障がいを持つ児の特ᚩとᗣ問題について学ぶ（身య障がいと知的障がいをేࡏ持つ 
小児）。 （ᒣཱྀ） 

10 身యに障がいを持つ児の特ᚩとᗣ問題について学ぶ（身య障がいを持つ小児）。 
    （ᒣཱྀ） 

11 ᗣ問題を持つ児や身యに障がいのある児をᨭえるไ度や策ཬࡧ♫会資※について学ぶ。 
（ᒣཱྀ） 

12 ᗣ問題を持つ児や身యに障がいのある児の看護方法について理解し、ලయ的なᨭ方法について
ㄝ明できる（ங児期）。     （江上） 

13 ᗣ問題を持つ児や身యに障がいのある児の看護方法について理解し、ලయ的なᨭ方法について
ㄝ明できる（ᗂ児期）。    （江上） 

14 ᗣ問題を持つ児や身యに障がいのある児の看護方法について理解し、ලయ的なᨭ方法について
ㄝ明できる（学❺・思期）。   （ᒣཱྀ） 

15 ᗣ問題を持つ児や身యに障がいのある児の看護方法をとおして児や家族の42/を高めるᨭ方策
についてㄝ明できる。     （ᒣཱྀ） 

テキスト 
・参考書 

 著�中ᇉၨヂ࢙アジࣆ.- に学ぶ認知発㐩の科学࠘㊰書ᡣ࢙アジࣆࠗ・
・児❺ᚰ理学୕つの理論 ࢚ࣜクࢯン㸭ࣆアジ࢙㸭シアーࢬ 新版 㹆㸬㹕㸬࣓イࣖ （著）�西 ㄔ

一㑻 （監ヂ） 
・人間発㐩の生態学（࢚コロジー）―発㐩ᚰ理学のᣮᡓ ࣈロンフ࢙ンࣈレンナー㸪ࣘࣜー࠙著ࠚ�

☾㈅ ⰾ㑻�⚟ᐩ ㆡ࠙ヂࠚ 

予習・復習に
ついての情報 検⣴ㄒからᩥ⊩検⣴を行い、ྛ単ඖに関㐃する◊究論ᩥを」数⦅ㄞࡳレジ࣓ࣗを作成しておくこと。 

授業の形式 講義ཬࡧ学生によるプレゼンテーション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

授業に対するྲྀ⤌（20％）プレゼンテーション（30％㸸㐺ษ性、ጇ当性、資ᩱの作成度合い、発表の
ෆ容と方法）、レポート（50％㸸論理性、一㈏性、自身の考え➼） 

その他 
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科目名 ⫱成看護学特論Ⅱ（ḟ世௦⫱成ᨭ） 

担当教員 服部律子、美⏑⚈子、୕⏣村⚟子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
ḟ世௦⫱成のための看護実践力を高めることをࡡらい、思期のぶ性⫱成から⏘後の子⫱てᨭ 
まで、ዷፎ前から⏘後までを㐃⥆⥺上でᤊえ、⏘後のẕぶの࣓ンタル࣊ルスを㋃まえた子⫱てᨭを
行うため、基本となる理論と看護の実践について学ぶ。 

授業の目標 
1.ḟ世௦⫱成ᨭの理念と策を理解しㄝ明できる。
2.ぶ‽ഛ性の概念や形成㐣⛬について理解しㄝ明できる。
3.ዷፎ・出⏘・子⫱て期のẕぶや家族のᚰ理を理解しㄝ明できる。
4.⏘後のẕぶの࣓ンタル࣊ルスについて理解しㄝ明できる。
5.家族がᣑする時期に↔点をあてて、子⫱てᨭの在ࡾ方を考察できる。

授業計画 

１ ḟ世௦⫱成ᨭと１ࡣ
ḟ世௦⫱成ᨭの考え方 ḟ世௦⫱成ᨭの法的整ഛとไ度  （服部） 

２ ḟ世௦⫱成ᨭと２ࡣ 
ḟ世௦⫱成ᨭの歴史的変遷  （服部） 

３ ぶ‽ഛ性１  
ぶ‽ഛ性の概念   （服部） 

４ ぶ‽ഛ性２ 
ぶ‽ഛ性の形成   （服部） 

５ ぶ‽ഛ性３ 
ぶ‽ഛ性形成と看護ධ    （服部） 

６ ぶᙺ１ 
ẕぶᙺとその⋓得㐣⛬    （服部） 

７ ぶᙺ２ 
∗ぶᙺとその⋓得㐣⛬    （服部） 

８ ࿘⏘期のᚰ理 
ዷፎ・出⏘・子⫱て期のẕぶや家族のᚰ理   （美⏑） 

９ ẕぶの࣓ンタル࣊ルス１ 
ዷፎ前のᚰ理   （服部） 

10 ẕぶの࣓ンタル࣊ルス２ 
ዷፎ期のᚰ理   （美⏑） 

11 ẕぶの࣓ンタル࣊ルス３ 
⏘後のᚰ理    （服部） 

12 家族がᣑする時期の子⫱てᨭを考える１  
子⫱てᨭの考え方 日の動ྥとไ度   （服部） 

13 家族がᣑする時期の子⫱てᨭを考える２ 
臨床でのྲྀࡳ⤌ࡾの実㝿、⏘後ケアと子⫱てᨭ （୕⏣村）

14 家族がᣑする時期の子⫱てᨭを考える３ 
臨床でのྲྀࡳ⤌ࡾの実㝿、⏘後ケアと子⫱てᨭ  （୕⏣村）

15 まとめ 
子⫱てᨭの在ࡾ方を考察する    （服部） 

テキスト 
・参考書 

ᒸ野⚞治他、ࠗクロストークからㄞࡳ解く⏘後の࿘⏘期࣓ンタル࣊ルス࠘、南ᒣ堂 
❧ⰼⰋஅ、ࠗẕぶの࣓ンタル࣊ルス・サポートࣁンドࢵࣈク࠘、医ṑ⸆出版 
᰿ケᒣග一⦅著、ࠗẕ性と∗性の人間科学࠘、コロナ♫ 
その他、関㐃ᩥ⊩を㐺ᐅ⤂する。 

予習・復習に
ついての情報 㝶時ㄝ明する。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 ⫱成看護学特論Ϫ（ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス・ケア） 

担当教員 服部律子、美⏑⚈子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
ዪ性のࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスの⥔持ቑ㐍をᨭえる看護実践力を高めるため、ዷや性行動、性感ᰁ
症などࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス上のᗣ問題と、それらのᗣ問題にධするための理論について学
を㋃まえたዷፎ、出⏘など性と生殖に関するᗣをᨭえる看護にࢶライࣈクテࢲさらにࣜプロ、ࡧ
ついて考察する。 

授業の目標 
1.ዪ性のࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス上の課題を理解しㄝ明できる。
2.⤫計などからዪ性のࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス上の課題をㄞࡳ解くことができる。
3.ࣜプロࢲクテࣈライࢶを㋃まえた性と生殖に関するᗣをᨭえる看護について考察できる。

授業計画 

１ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス概観 
ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスの概念、歴史的変遷、㏆年の動ྥと課題 （服部） 

２ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスとᗣ行動 
ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス⥔持ྥ上のためのᗣ行動、理論と◊究の動ྥ （服部） 

３ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスと意思決定 
ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスに関㐃する意思決定場面、意思決定の理論、意思決定ᨭ （服部） 

４ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスに関㐃するᗣ課題１ 
ዪ性のやࡏと㣗習័   （美⏑） 

５ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスに関㐃するᗣ課題２ 
子ᐑ㢕がࢇとᗣ行動   （美⏑） 

６ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスに関㐃するᗣ課題３ 
性行動と性感ᰁ症    （服部） 

７ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスに関㐃するᗣ課題４ 
ዷ    （服部） 

８ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスに関㐃するᗣ課題５ 
性ᭀ力⿕害と⿕害者ᨭ    （服部） 

９ ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスに関㐃するᗣ課題６ 
 ート㹂Ｖ    （服部）ࢹ

10 ⤫計からࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス上の課題をㄞࡳ解く。 
ẕ子に関する人ཱྀ動態、保、ປാなどの⤫計からࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス上の課題を 
探究する。    （服部） 

11 保⤫計からࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス上の課題をㄞࡳ解く。 
ዪ性に関する人ཱྀ動態、保、ປാなどの⤫計からࣜプロࢲクテ࣊ࣈルス上の課題を 
探究する。    （美⏑） 

12 ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスᨭ１ 
ᗣ教⫱（学⣭活動）と࢝ウンセࣜンࢢ   （美⏑） 

13 ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスᨭ２ 
 ア・サポートの基本（理論とスキル）、実践例 （服部）ࣆ

14 ࣜプロࢲクテ࣊ࣈルスᨭ３ 
 ート   （服部）ࢿࢹア・サポートのコーࣆ

15 まとめ 
  （服部） 

テキスト 
・参考書 

ຍ⣡ᑦ美⦅、ࠗフォレンジࢵク看護࠘、医ṑ⸆出版 
ᮌ原雅子、ࠗ10௦の性行動と日本♫会 そして:<6+教⫱のど点࠘、ミࢿルࣦ書ᡣ 
日本児❺教⫱⯆㈈ᅋෆ日本性教⫱協会、ࠗࠕⱝ者の性ࠖⓑ書࠘、小学㤋 
その他、関㐃ᩥ⊩を㐺ᐅ⤂する。 

予習・復習に
ついての情報 㝶時ㄝ明する。 

授業の形式 講義 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 ⫱成看護学特論ϫ（家族ᨭ） 

担当教員 ᒣᓮあけࡳ、服部律子、ᓠ༤子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 １年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 
講義

（一部演習） 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
⫱成期のᖜᗈい看護実践力を⫱成することを目ᣦし、システムとしての家族についての理解を深め、
⫱成期の家族をᨭするための看護について考察する。そのために、家族を理解するための基本とな
る理論や、)DPLO\ FHQWHUHG FDUHなど⫱成期の家族をケアするための理論とලయ的な方法について学
ぶ。 

授業の目標 
1.家族を理解するための理論を理解しㄝ明できる。
2.家族アセス࣓ントについて理解しㄝ明できる。
3.家族ᨭのලయ的方法について理解しㄝ明できる。

授業計画 

１ 家族とࡣ
家族観の⫼ᬒ、家族の機能と形態の変、家族看護学とࡣ  （ᒣᓮ） 

２ 家族の発㐩 
家族࿘期論、発㐩する家族 （ᒣᓮ） 

３ システムとしての家族
家族システム論、システムとしての家族、家族システムのᵓ㐀 （ᒣᓮ） 

４ 家族アセス࣓ント 
 ルの特ᚩ、家族看護㐣⛬  （ᒣᓮ）ࢹࣔ

５ 家族アセス࣓ントのࣔࢹル１
 ル  （ᒣᓮ）ࢹー家族アセス࣓ント・ධࣔࣜ࢞ル࢝

６ 家族アセス࣓ントのࣔࢹル２ 
家族生活力㔞ࣔࢹル  （ᒣᓮ） 

７ 家族アセス࣓ントのࣔࢹル３ 
家族看護࢚ン࣡ࣃー࣓ントࣔࢹル （ᒣᓮ） 

８ 家族形成とᆅᇦ♫会 
ᆅᇦ♫会と家族、生活⎔ቃ、ᆅᇦの㢼ᅵ、♫会資※  （服部） 

９ 家族ᨭの実践例１ 
をもつ子ども家族の実践 （ᓠ） 

10 家族ᨭの実践例２ 
࿘⏘期にある家族のᨭ   （ᓠ） 

11 家族ᨭの実践例３ 
合ే症ዷ⏘፬の家族ᨭ    （ᓠ） 

12 家族看護と◊究
家族看護における◊究の特ᚩ、課題、動ྥ （ᒣᓮ） 

13 ⫱成期の家族ᨭを考察する１  
ᒚ修生のẕ子をྲྀࡾᕳく家族のྲྀࡳ⤌ࡾの実㝿を家族看護のど点で考える （服部） 

14 ⫱成期の家族ᨭを考察する２  
ᒚ修生のẕ子をྲྀࡾᕳく家族のྲྀࡳ⤌ࡾの実㝿を家族看護のど点で考える （服部） 

15 まとめ 
 （ᒣᓮ・服部） 

テキスト 
・参考書 ᒣᓮあけࡳ・原♩子⦅、ࠗ家族看護学࠘、南江堂 

予習・復習に
ついての情報 㝶時ㄝ明する。 

授業の形式 講義。たࡔし、➨13講、➨14講ࡣᒚ修生の発表とయ討議によって㐍める。 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

レポート（100％） 

その他 
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科目名 ⢭⚄看護学特論Ⅰ（歴史・法ไ度） 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
༟㉺した看護実践者に必要な⢭⚄保・医療・⚟♴・看護のไ度と歴史について理解を深める。ケア
を受ける❧場の人から見た⢭⚄保・医療・⚟♴・看護サーࣅスのไ度と歴史から、現状を理解し、
人としてᑛ重されて生きてᬽらしていけることができる♫会をᒎ望する。 

授業の目標 
1.ㅖእᅜ(ⱥᅜ、⡿ᅜ)の⢭⚄医療・人権擁護の歴史とไ度と日本の現在のไ度と歴史を理解する。
2.ケアを受ける人の❧場から、日本の⢭⚄医療の現状を理解する。
。ーマライゼーションの現状と後のᒎ望を検討するࣀ、ーࣜࣂ࢝ࣜ.3

授業計画 

１ 日本の⢭⚄医療の歴史 
ᡃがᅜの⢭⚄医療の歴史を講義し、現在の⢭⚄医療の現状について討議する。 

  (川野) 

２ 日本の⢭⚄保⚟♴法の変遷 
日本の⢭⚄保⚟♴法の変遷について講義し、課題を討議する。 

   (川野) 

３ 日本の⢭⚄看護の歴史と⢭⚄をむ人の人権 
日本の⢭⚄看護の歴史を概観し、⢭⚄をむ人の人権をどのように理解していたのか、そして現在
 。どのように人権擁護にດめているのかについて講義をし、య験事例を基に討議するࡣ

 (川野) 

４ ⱥᅜの⢭⚄保法 
ⱥᅜの⢭⚄保法について講義をし、ᆅᇦ⢭⚄医療とධ㝔⢭⚄医療の実㝿を学習する。 

  (川野) 

５ ⱥᅜの⢭⚄保法 
ⱥᅜがどのようにධ㝔中ᚰの⢭⚄医療からᆅᇦ⢭⚄医療に変遷してきたのか、課題ࡣఱかを資ᩱを
基に討議する。                                  (川野) 

６ ⡿ᅜのᆅᇦ⢭⚄医療の変遷 
⡿ᅜのᆅᇦ⢭⚄医療の実㝿を講義し、課題と利点について討議する。 

 (川野) 

７ ⡿ᅜの0HQWDO +HDOWK $FW の変遷ᆅᇦ⢭⚄医療の変遷 
⡿ᅜの0HQWDO +HDOWK $FW が時௦とඹにどのように変してきたのかを概観し、後の⡿ᅜの⢭⚄
保ไ度について討議する。

   (川野) 

 ࡣーマライゼーションとࣀ ８
 。ーマライゼーションの歴史、理念、意味を講義するࣀ

(川野、西出) 

９ 日本の⢭⚄医療のࣀーマライゼーションの実㝿 
日本の⢭⚄医療でࣀーマライゼーションを実践している⤌⧊、活動について講義し、ࣀーマライゼ
ーションの理念をල現するලయ的な方法を理解する。  

(川野、西出) 

10 ㅖእᅜのࣀーマライゼーションの実㝿 
ⱥᅜと⡿ᅜ(࣡ࣁイᕞ)の⢭⚄医療でࣀーマライゼーションを実践している⤌⧊、活動について講義
し、ࣀーマライゼーションの理念をල現しているලయ的な方法を理解する。  

  (川野) 

11 医療観察法 
医療観察法ไ定の⫼ᬒと㐠⏝の実㝿を講義する。

 (川野) 

12 ㅖእᅜの⢭⚄障害を᭷する≢⨥者の治療と日本の医療観察法Ჷの治療と看護  
ⱥᅜと⡿ᅜ(࣡ࣁイᕞ)で実践している看護について講義し、日本の現状と比㍑検討する。 

(川野) 

13 ⢭⚄をむ人からࡳた⢭⚄保⚟♴にかかࢃる♫会資※の現状と課題 
♫会資※の現状について講義し、障害者⥲合ᨭ法の活⏝とゼ問看護をࡌࡣめとする♫会資※の現
状を、⢭⚄をむ人のど点から見た課題と利点についてయ験事例をもとに討議する。 

   (西本) 

14 ⢭⚄をむ人とその家族のࢽードを‶たすᆅᇦ⢭⚄医療サーࣅスのไ度の検討 
ᡃがᅜの現在のᆅᇦ⢭⚄医療サーࣅスで㊊している点を講義し、後必要なไ度やサーࣅスにつ
いて討議する。

 (西本) 

15 これからの日本の⢭⚄医療のไ度 
⢭⚄をむ人とその家族のࢽードを‶たす日本の⢭⚄医療のไ度を検討する༟㉺した⢭⚄看護実
践者のᙺと機能について討議する。   

(川野、西本、西出) 
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テキスト 
・参考書 

&DUH 4XDOLW\ &RPPLVVLRQ(201�)�0RQLWHULQJ 0HQWDO +HDOWK $FWV 2015�1�� 0HQWDO +HDOWK 5HIRUP 

⚟川ᦶ⪨、Ᏹబ美しおࡾ、野ᮎ⪷㤶、他(2014)�⢭⚄障害者の⢭⚄科ケア・マࢿジ࣓ントࢳームཬࢳࡧームෆに

おける⢭⚄看護ᑓ㛛看護師(&16)のᙺと評価、⇃本学医学部保学科⣖要、10�2��35 

法ົ┬、ཌ生ປാ┬(2014)�ᚰ身႙ኻ➼の状態で重な他害行Ⅽを行ったものの医療ཬࡧ観察などに関する法律の

行の状況についての検討⤖ᯝ。 

KWWS���ZZZ.PKOZ.JR.MS�VWI�KRXGRX�2U�85200002JN0L�DWW�2U�852000002JN4�.SGI 

ཌ生ປാ┬(2014)�㛗期ධ㝔⢭⚄障害者のᆅᇦ⛣行にྥけたලయ的方␎の後の方ྥ性。 

KWWS���ZZZ�PKOZ.JR.MS�ILOH�05�6KLQJLNDL�122010000�6KDNDLHQJRN\RNXVKRXJDLKRNHQIXNXVKLEX�.LNDNXND�000

051138.SGI 

&.$. 6KHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.&. 3RVWHU� HW DO(1���)�$GYDQFHG 3UDFWLFH 1XUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK &DUH� 0RVE\ 

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) 日本ཬࡧⱥᅜと⡿ᅜの⢭⚄医療サーࣅスに関する♫会的現象と法整ഛに関する資ᩱを⢭
ㄞする。特に、事௳と法との関係について調る。 

(事後学習) ᅇの学習が臨床の場でࡣどのように課題があるのかをまとめておく。⢭⚄看護ᑓ㛛看
護師として倫理的課題に気づき、⤌⧊の中にどのようにᥦゝできるかをまとめる。 

授業の形式 講義、ࢹスࢵ࢝ション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100�) 
日本の⢭⚄医療・看護の実㝿をケアを受ける受けᡭの❧場からࡳた利点とᨵၿ点をグ㏙しているか
(30�)、 
༟㉺した⢭⚄看護実践者が担うきᙺと機能についてゝཬしているか(30�)、 
ᩥ⊩・資ᩱを活⏝して深くὝ察しているか(20�)、 
論᪨に一㈏性があるか(10�)、 
ෆ容を十分理解しやすくグ㏙しているか(10�)、のど点で評価する。 

その他 
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科目名 ⢭⚄看護学特論Ⅱ（⢭⚄・身య状態の評価） 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子、中川晶 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
༟㉺した看護実践者に必要な⢭⚄をむ人々の⢭⚄・身య状態の評価を学ぶことからケアを受ける❧
場の人のయ験を理解する。様々な⢭⚄・身య状態を理解することで、」㞧なᚰと身యの状態にⱞしࡳ
ᢡࡾ合いをつけている人々の♫会生活ᨭのための評価方法を理解する。 

授業の目標 
1.⢭⚄をむ人の⢭⚄面・身య面の評価方法を理解する。
2.⢭⚄をむ人がయ験している生活上のᅔ㞴さを理解する評価方法を学ぶ。
3.⢭⚄をむ人の♫会生活をᨭする評価方法を学ぶ。

授業計画 

１ ⢭⚄をむ人の⢭⚄面・身య面を評価する意味 
⢭⚄をむということがその人との身య面、⢭⚄面、♫会面、そしてスࣕࢳࣜࣆルな面にᙳ㡪する
ことを理解する。そのために、必要な⢭⚄面と身య面をアセス࣓ントするど点を討議する。 
自ᡃ、自己、人᱁を評価する観察方法、ᚰ理テスト、行動特性をᩥ⊩検討とయ験事例を基に討議す
る。                                       (川野) 

２ '60�5と,&'�10 
活⏝の方とデ断基‽を学習する。 (川野) 

３ '60�5と,&'�10 
ケースࢵࢿࢢࣅトを⏝いて様々な⢭⚄状態を'60�5と,&'�10を⏝いてデ断にヱ当するあるいࡣしな
いと判断した᰿ᣐを討議する。                           (川野) 

４ ⤫合ኻ調症のデ断 
⤫合ኻ調症の࣌ーࣃー事例について報告し、'60�5と,&'�10を⏝いてデ断基‽と↷合し、討議 
する。 (川野) 

５ 気分障害 
ケースを⏝いて気分障害のデ断について検討する。特に、ᴟⅡᆺの見ᴟめについて討議する。 

(中川) 

６ ≀質౫Ꮡ 
事例を基に、'60�5と,&'�10を⏝いてデ断基‽と↷合し、討議する。 (川野) 

７ ⯡性機能評価 
*$)を⏝いて、カ⦎⏝のケースࢵࢿࢢࣆトを評価し、ㄗᕪについて討議する。 (川野) 

８ ᚰ理機能評価 
様々なᚰ理テストの活⏝事例、限⏺を講義する。ᢚうつ、意ḧ、౫Ꮡ、↓力感、自ᑛᚰ、 
ストレス、㤳ᑿ一㈏感ぬ、自己ຠ力感を 定するᑻ度を⤂し、それらのᑻ度を⏝いた◊究 
論ᩥを検討する。 (西本、西出) 

９ 認知機能評価 
スクࣜーࢽンࢢ検ᰝとしての、ミ࣓ࢽンタルステート検ᰝ、ᨵゞ㛗谷川式認知症スケール、ࣔント
ール認知症検ᰝ、ᆅᇦໟᣓケアシステムにおける認知症アセス࣓ントシートを⤂し、活⏝事࢜ࣜ
例から、臨床のᛂ⏝を討議する。                         (川野) 

10 身య機能評価 
⢭⚄患をむ人が⿕ࡾやすい身య機能(ṑ、ど力、⫈力、ᚠ⎔、௦ㅰ、栄養、ࡏつ、⓶、㊊)
の評価方法を理解する。                              (西出) 

11 㝜性・㝧性症状評価 
%356、3$166を⤂し、評価方法をᶍᨃ事例を⏝いて修得する。 (西本) 

12 日ᖖ生活能力 
デ断のᡭᘬきに基づいて、日ᖖ生活能力($'/、,$'/)の活⏝を理解する。特に㛗期ධ㝔⢭⚄者が
㛗期ධ㝔生活を㏦っている間に⋓得できなかった、あるいࡣ活⏝しないために႙ኻした日ᖖ生活能
力の評価を検討する。                               (西本) 

13 ♫会㐺ᛂ力評価・㏥㝔ྍ能性評価 
♫会㐺ᛂ評価に関するᅜෆእのᩥ⊩を検討し、臨床のᛂ⏝を討議する。 
㏥㝔ྍ能性評価表(川野ら)を⤂し、臨床での活⏝野ྍ能性を討議する。 (川野) 

 ー評価ࣜࣂ࢝ࣜ 14
5$6、,05について⤂し、活⏝の方を検討し、臨床で、特にᚰ理教⫱前後に評価する◊究論ᩥか
ら、臨床での活⏝を討議する。                           (川野) 

15 ༟㉺した⢭⚄看護実践者が行う様々な評価の臨床活⏝ 
学習した様々な評価を༟㉺した⢭⚄看護実践者が臨床での㐺ᛂと、ὀ意事㡯、᭦にスタࢵフ教⫱に
ついて討議する。                                  (川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ美しお(�200)ࡾ�⢭⚄看護ス࣌シࣕࣜストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 
南⿱子監修、Ᏹబ美しお(2010)ࡾ�⢭⚄科看護の理論と実践�༟㉺した看護実践をめࡊして、ࢾーベル
 ࣡࢝ロࣄ
⼥道⏨⦅、:RUOG +HDOWK 2UJDQL]DWLRQ(2005)�,&'�10⢭⚄およࡧ行動の障害、医学書㝔 
日本⚄経学会監修、$PHULFDQ 3V\FKLDWULF $VVRFLDWLRQ原著(2014)�'60�5 ⢭⚄患の分㢮とデ断の
ᡭᘬき、医学書㝔 
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⚟⏣ಇஓ(2014)�観察者による⢭⚄科㡿ᇦの症状評価ᑻ度࢞イド ᨵゞ➨3版、ࡌう 
ึᯞ(2013)�臨床ᚰ理アセス࣓ントの基♏、ナࢽ࢝シࣖ出版 
ຍ藤୕㑻監ヂ$PHULFDQ 3V\FKLDWULF $VVRFLDWLRQ原著(201�)⤫合ኻ調症ス࣌クトラム障害およࡧ他の
⢭⚄性障害⩌'60�5セレクションࢬ、医学書㝔   
日本⚄経⢭⚄⸆理学会(201�)�⤫合ኻ調症⸆≀治療࢞イドライン、医学書㝔 
�臨床⢭⚄医学ࠖ⦅㞟ጤ員会⦅(2015)ࠕ⢭⚄科臨床評価マࣗࢽアル>201�年版@、臨床⢭⚄科学➨44ᕳቑ
หྕ 
&.$. 6KHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.&. 3RVWHU� HW DO(1���)�$GYDQFHG 3UDFWLFH 1XUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF 
DQG 0HQWDO +HDOWK &DUH� 0RVE\ 
༓ⴥ理恵、ᐑ本᭷⣖(200�)�⢭⚄患を᭷する人のࣜࣜࣂ࢝ーに関㐃するᩥ⊩レࣗࣅー、日本看護科学
会ㄅ、2�(3)�85��1 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）⢭⚄看護学㡿ᇦに関する学術論ᩥで活⏝している⢭⚄面、身య面、ᚰ理面の評価ᑻ度に
ついて調る。臨床で実㝿に活⏝している評価の✀㢮を調る。 

（事後学習）様々な評価方法のうࡕ、臨床に活⏝したᑻ度があれࡤ、その᭷ຠ性と限⏺をまとめてお
く。 

授業の形式 講義、ࢹスࢵ࢝ション、య験事例のまとめと報告、臨床で⏝しているᑻ度の⤂ 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100�) 
⢭⚄をむ人ࡣ、どのように医療者に自分のⱞしࡳをࢃかってもらえるのか、ཪ、本人も、家族も
気づいていないⱞしࡳやᅔ㞴を見つけてしいと考えているか(40�)、そのために活⏝してしいと
考えるであࢁうᑻ度とࡣどのようなものか(30�)について、理解しやすくグ㏙する(30�)。 

その他 
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科目名 ⢭⚄看護学特論Ϫ（⢭⚄科治療技法） 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子、中川晶 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
༟㉺した看護実践者に必要な⢭⚄をむ人々の治療的アプローࢳの技法を学ぶ。治療を受ける❧場
の人のど点から、⢭⚄的な治療・ᅇ復に必要な様々な治療的アプローࢳの技法の臨床の活⏝のྍ能
性を学ぶ。 

授業の目標 
1.⢭⚄をむ人が必要としている治療技法を理解する。
2.ከ職✀とඹྠしてᥦ౪する治療技法を理解する。
3.⢭⚄看護ᑓ㛛看護師として⢭⚄科における治療的アプローࢳの技法の実践の活⏝ྍ能性を探る。

授業計画 

１ ⢭⚄をむ人がồめる治療技法 
⢭⚄をむ人の❧場から見た、治療技法(治す技法、ᨭえる技法、持っている力を高める技法、 
♫会生活を㏦ࡾやすくする技法、対人関係がスムースに㏦れる技法)ついて、య験事例を基に 
ิᣲし、それࡒれの技法についてᩥ⊩を基に討議する。  

 (川野) 

２ ⢭⚄科⸆≀療法  ᢠ⢭⚄⸆ 
ᢠ⢭⚄⸆のຠᯝと作⏝に関する講義。特に、最新のᢠ⢭⚄⸆の㐺⏝ྍ能性と༴㝤性について
討議する。 

  (中川) 

３ ⢭⚄科⸆≀療法 ᢠうつ⸆、ᢠ㌄⸆ 
ᢠうつ⸆とᢠ㌄⸆のຠᯝと作⏝に関する講義。特に、ᢠてࢇかࢇ⸆など他のᢠ⢭⚄⸆とのే⏝
に関するຠᯝと༴㝤性について討議する。  

  (中川) 

４ ⢭⚄科⸆≀療法 ᢠᏳ⸆、╧╀ᑟධ、その他のྥ⢭⚄⸆ 
ᢠᏳ⸆、╧╀ᑟධに関する⏝方法と༴㝤性に関する講義。その他のྥ⢭⚄⸆と、⡿ᅜで課題
になっている治療⏝㯞⸆の作⏝についてᩥ⊩を基に討議する。  

 (中川) 

５ ⸆≀療法の作⏝ 
看護師が発見するྍ能性が高い⢭⚄科⸆≀療法の作⏝について、య験事例を基にᩥ⊩と合ࡏࢃて
討議する。  

(西本) 

６ ⸆≀療法の作⏝ 
⢭⚄をむ人とその家族がいかに早く作⏝に気づくことが出᮶るための看護師のᙺについて
య験事例とᩥ⊩を基に討議する。 

(西本) 

７ 治療技法(࢝ウンセࣜンࢢ)  
ウンセ࢝のὶὴ、技法、治療目標、対象、限⏺を教授し、特に、看護師が実践するࢢウンセࣜン࢝
ࣜンࢢの実践例を検討(事例検討)しᩥ⊩から活⏝方法を討議する。 

(川野) 

８ 治療技法(⢭⚄療法)  
ಶ人⢭⚄療法の技法(᮶ㄯ者中ᚰ療法、⢭⚄分ᯒ的⢭⚄療法、人間関係論的⢭⚄療法)と、対象、 
ὀ意点について講義をする。⢭⚄療法のᩥ⊩検討と実践例を基にその᭷ຠ性と限⏺について討議す
る。                                    (川野、西出) 

９ 治療技法(認知療法) 
認知療法の技法(࢞ࢿテࣈな思考のグ㘓（コラム法 ABC法）、思考のドᣐさがし、㈐௵ᖐ属の見
直し、ᦆ得比㍑表、認知的ṍࡳのྠ定、ᙇ的表現や㏫ㄝの利⏝、症状やⱞ③の⛬度について 
スケール（ᑻ度）で表現、イ࣓ージの⨨きえ、認知的ࣜࣁーサル、自己教♧法、思考中断法、気
ᬕらしの利⏝、直᥋的な論த、活動スケジࣗールをグ㘓する、➼)、治療目標、対象、⚗ᚷを教授
し、ᩥ⊩とయ験事例から᭷ຠ性と限⏺を討議する。  

 (川野) 

10 治療技法(行動療法)  
行動療法の技法(࣌࢜ラント᮲௳付け、ᭀ㟢法、⣔⤫的⬺感作、トークン・࢚コࣀミー法、ᾘཤ法
、タイムアウト法、➼)、治療目標、対象、⚗ᚷを教授し、ᩥ⊩とయ験事例から᭷ຠ性と限⏺を討
議する。

(川野) 

11 治療技法(認知行動療法)  
認知行動療法の技法(活動グ㘓表、ὀ意そらし法、ẁ㝵づけ、アサーション・トレーࢽンࢢ、思考
Ṇ法、ロールプレインࢢ、➼)、治療目標、対象、⚗ᚷを教授し、ᩥ⊩とయ験事例から᭷ຠ性と
限⏺を討議する。                                 (川野) 

12 治療技法(解決療法)  
解決療法の治療技法、治療目標、対象、限⏺を教授し、実践例とᩥ⊩から活⏝方法を討議する。 

(川野) 
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授業計画 13 治療技法(家族療法)  
家族療法のㅖ理論と技法(コミࣗࢽケーションὴ家族療法、⢭⚄力動的家族療法、ᵓ㐀ὴ家族療 
法、ከ世௦ὴ家族療法、ᡓ␎ὴ家族療法、ミラࣀὴ�システム論的家族療法)、治療目標、対象、 
⚗ᚷを教授し、ᩥ⊩とయ験事例から᭷ຠ性と限⏺を討議する。行動療法の技法(࣌࢜ラント᮲௳ 
付け、ᭀ㟢法、⣔⤫的⬺感作、トークン・࢚コࣀミー法、ᾘཤ法、タイムアウト法➼)、治療目 
標、対象、⚗ᚷを教授し、ᩥ⊩とయ験事例から᭷ຠ性と限⏺を討議する。 

(川野) 

14 治療技法(㞟ᅋ⢭⚄療法)  
㞟ᅋ⢭⚄療法の治療目標、技法、㞟ᅋᵓ成員、コ・セラࣆストとの㐃ᦠ、㞟ᅋの発ᒎẁ㝵、ルール
について教授し、ᩥ ⊩とయ験事例から᭷ຠ性と限⏺を討議する。㞟ᅋ⢭⚄療法を᥎㐍するセラࣆス
トのᙺについて検討する。 

(川野、西本、西出) 

15 ༟㉺した⢭⚄看護実践者が行う様々な治療技法の臨床活⏝ 
༟㉺した⢭⚄看護実践者が担う治療的アプローࢳの技法を討議し、どのような場で、どのような技
術を、どのようなࢽードがある対象者にᥦ౪するのか、看護の⊂自性と協ാ、そしてࣘーࢨー参ຍ
ᆺの治療的アプローࢳの技法について討議する。  

(川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ美しお(�200)ࡾ�⢭⚄看護ス࣌シࣕࣜストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南⿱子監修、Ᏹబ美しお(2010)ࡾ�⢭⚄科看護の理論と実践�༟㉺した看護実践をめࡊして、ࢾーベルࣄロ࣡࢝ 

ⓑ▼⿱子(2014)�看護のための認知行動療法、㔠๛出版 

⳥ụᏳᕼ子、బ藤美奈子ヂ、'. 7XUNLQJWRQら著(201�)�ࢵࣈす⤫合ኻ調症の認知行動療法࣡ークࡊーをめࣜࣂ࢝ࣜ

ク  ⚾のࡩࠕつうࠖをྲྀࡾᡠすための技法を学ぶ、ᫍ書ᗑ  

Ṋ藤Ύ栄ヂ、-.).7.%XJHQWDO著(200�)�サイコセラࣆストのⱁ術的ᡭ⭎、ᫍ書ᗑ 

ຍ藤ᩄ(2005)�⤫合ኻ調症のㄒࡾとഴ⫈(%0から1%0、㔠๛出版 

ᮎ⏣Ύ子、ᢪᑦ子、⏣ᓮஓ、他⦅著(2011)�コミࣗࢽケーション◊究法、ナࢽ࢝シࣖ出版 

日本家族◊究・家族療法学会(2013)�家族療法テキストࢵࣈク、㔠๛出版 

&.$. 6KHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.&. 3RVWHU� HW DO(1���)�$GYDQFHG 3UDFWLFH 1XUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK &DUH� 0RVE\ 

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) ձ 1. (YDQV� %. +DQQLJDQ(201�)�7KHUDSHXWLF 6NLOOV IRU 0HQWDO +HDOWK 1XUVHV� 2SHQ 8QLYHUVLW\ 

3UHVVを事前にᢒㄞしておく。ղ臨床で実践している⢭⚄科における治療的アプローࢳの技
法を報告できるように資ᩱなどをまとめておく。 

(事後学習) 日本サイコセラࣆー学会など、⢭⚄科㡿ᇦで実践に活⏝している治療技法を検討する学
会などに参ຍして、治療技法の理解を深める。 

授業の形式 講義、ࢹスࢵ࢝ション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100�) 
⢭⚄をむ人とその家族が必要としている治療的アプローࢳの技法について(40�)、༟㉺した⢭⚄看
護実践者が身に付ける治療的アプローࢳの技法について(30�)、ከ職ᑓ㛛家と技術をඹ᭷しそれࡒれ
のᙺの㐙行について(20�)、理解し᫆くグ㏙する(10�)。 

その他 
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科目名 ⢭⚄看護学特論ϫ（⢭⚄看護理論、ຓ技法） 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
༟㉺した看護実践者に必要な⢭⚄をむ人々の⢭⚄看護理論とຓ技法を学ぶ。⢭⚄をむ人の≀
の見方から、Ᏻで、Ᏻᚰして治療・看護を受け、♫会に㐺ᛂ的に、そして自❧して生活するための
ᨭとして、高度な実践者に必要な看護理論とຓ技法を学ぶ。 

授業の目標 
1.⢭⚄をむ人が必要としている⢭⚄看護理論を理解する。
2.⢭⚄をむ人がᏳでᏳᚰしてᅇ復に㏄えるためのຓ技法を学ぶ。
3.⢭⚄看護ᑓ㛛看護師として⢭⚄看護理論とຓ技法との関㐃を理解し、ㄝ明できる。

授業計画 

１ ⢭⚄看護に活⏝できる看護理論(対人関係理論) 
ー、እཱྀ⋢子の対人関係理論が、実践の場でಙ㢗でき対人関係の理論になるࣅフロー、トラベル
のか、その課題とጇ当性についてᩥ⊩検討とయ験事例を基に討議する。対人関係発ᒎのㅖẁ㝵で、
医療者がὀ意する必要がある課題を検討する。 

(川野) 

２ ⢭⚄看護に活⏝できる看護理論(対人関係理論)➨一ẁ㝵 
対人関係論の➨一ẁ㝵であるࠕ出会いの時期ࠖに必要なຓ技法の特ᚩ 

(川野) 

３ ⢭⚄看護に活⏝できる看護理論(対人関係理論)➨ẁ㝵 
対人関係論の➨ẁ㝵であるࠕ関係の発ᒎの時期ࠖに必要なຓ技法の特ᚩ 

(川野) 

４ ⢭⚄看護に活⏝できる看護理論(対人関係理論)➨୕ẁ㝵 
対人関係論の➨୕ẁ㝵であるࠕ関係の⤊⤖の時期―新たな人との出会いのᶫΏしの時期 にࠖ必要
なຓ技法の特ᚩ  

(川野) 

５ ⢭⚄看護に活⏝できる看護理論(ࣗࣄーマンケアࣜンࢢ)  
ジーン・࣡トࢯンのࣗࣄーマンケアࣜンࢢ理論が、⢭⚄をむ人と医療者との間でಙ㢗できる関係
形成の理論になるのか、その課題とጇ当性についてᩥ⊩検討とయ験事例を基に討議する。 

(川野、西出) 

６ ⢭⚄看護に活⏝できる看護理論(ࣗࣄーマンケアࣜンࢢ)㸫ຓ技法  
の理論を、実㝿に⢭⚄をむ人との関係で⏝いる技法を、య験事例を基に討ࢢーマンケアࣜンࣗࣄ
議する。 

(川野、西出) 

７ ⢭⚄看護に活⏝できる看護理論(ࣗࣄーマࢽステࢵクナーシンࢢ) 
ジョセフン・ࣆーターࢯンとロレࢵタ・ࢹࢷラードのࣗࣄーマࢽステࢵクナーシンࢢの理論 
が、⢭⚄をむ人と医療者との間でಙ㢗関係ᵓ⠏の理論になるのか、その課題とጇ当性についてᩥ
⊩検討とయ験事例を基に討議する。 

 (川野) 

８ ⢭⚄看護に活⏝できる看護理論(ࣗࣄーマࢽステࢵクナーシンࢢ)㸫ຓ技法 
の理論を、実㝿に⢭⚄をむ人に㐺ᛂするຓ技法を、య験事例ࢢクナーシンࢵステࢽーマࣗࣄ
から討議する。 

 (川野) 

９ 服⸆⥅⥆ᨭ 
ධ㝔患者と㏥㝔した患者が服⸆を⥅⥆できるためのᕤኵと技術に関するᩥ⊩とయ験事例から、望ま
れる看護師のᙺについて討議する。 

 (川野、西本) 

10 日ᖖ生活技能カ⦎(667) 
667の目的、対象、方法、評価方法を講義する。実した667のయ験事例からそのຠᯝと課題を討議
する。 

 (川野、西出) 

11 ᚰ理教⫱ 
ᚰ理教⫱の目的、対象、方法、評価方法を講義する。実したᚰ理教⫱のయ験事例から、そのຠᯝ
と課題を討議する。                                (川野) 

12 ⢭⚄科ゼ問看護 
⢭⚄科ゼ問看護の目的、方法、状ᝏの早期発見、༴機ධ、受デ⥅⥆、服⸆⥅⥆、日ᖖ生活ᨭ
などのධ技術の特Ṧ性を講義し、ᩥ ⊩とయ験事例から課題とケアの受けᡭにとっての利点につ
いて討議する。                                  (西本) 

13 ㏥㝔ᨭ 
㏥㝔ᨭの技法をᩥ⊩とయ験事例を基に検討する。最も課題になることࡣఱかを明らかにし、その
ためにධ㝔中にできる治療技術を㏥㝔ᨭの❧場から討議する。ⱥᅜで実しているࣆアサポータ
ーの✚ᴟ的活⏝について、日本の⢭⚄医療での課題について検討する。 

(川野、西本) 
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授業計画 
14 ᆅᇦ⛣行ᨭ 

ᆅᇦ⛣行ᨭを実㝿に行っている&16をࢤストスࣆー࢝ーにᣍき、実践例を⤂してもらい、課題
と⢭⚄看護ᑓ㛛看護師ができるᙺと機能について討議する。 

(川野、ࢤストスࣆー࢝ー) 

15 ༟㉺した⢭⚄看護実践者が行う様々なຓ技法と看護理論の関㐃性 
看護理論とຓ技法との関係を理解し、ㄝ明できる。  

(川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ美しお(�200)ࡾ�⢭⚄看護ス࣌シࣕࣜストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南⿱子監修、Ᏹబ美しお(2010)ࡾ�⢭⚄科看護の理論と実践�༟㉺した看護実践をめࡊして、ࢾーベルࣄロ࣡࢝ 

ᵽཱྀ㍤ᙪ著(201�)�日の⢭⚄科治療ᣦ㔪 ➨ 2 版、医学書㝔 

ᾆ部晶ኵ、ᓥ⏣ᖾ(201�)�日の治療⸆ 201�、南ᒣ堂 

西ᅬᫀஂ⥲監修、ụῡ恵美監ヂ(5.3./REHUPDQ 著)(2008)�アル、ᫍ書ࣗࢽテーション・マࣜࣅࣁーマンのࣜࣂࣜ

ᗑ 

ཌ生ປാ┬(2014)�㛗期ධ㝔⢭⚄障害者のᆅᇦ⛣行にྥけたලయ的方␎の後の方ྥ性。 

ⓑ▼⿱子(2014)�看護のための認知行動療法、㔠๛出版 

川野雅資(201� 年発ห予定)�トラウマインフォームドケア、⢭⚄看護出版  

日本⚄経⢭⚄⸆理学会(201�)�⤫合ኻ調症⸆≀治療࢞イドライン、医学書㝔 

⳥ụᏳᕼ子、బ藤美奈子ヂ、'. 7XUNLQJWRQ ら著(201�)�ࢵࣈす⤫合ኻ調症の認知行動療法࣡ークࡊーをめࣜࣂ࢝ࣜ

ク   

⚾のࡩࠕつうࠖをྲྀࡾᡠすための技法を学ぶ、ᫍ書ᗑ 

ᓥᕑ、ຍ藤ឿ(2015)�,05 ධ㛛、,05 

C.A. Shea, L.R. Pelletier, E.C. Poster, et al(1999):Advanced Practice Nursing in Psychiatric and Mental Health 
Care, Mosby N. Evans, B. Hannigan(2016):Therapeutic Skills for Mental Health Nurses, Open University 
Press 

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) 臨床で実践しているຓ技法についてまとめておく。⢭⚄看護の理論を復習する。 

(事後学習) 臨床で実践しているຓ技法を⢭⚄看護の理論でㄝ明する。 

授業の形式 講義、ࢹスࢵ࢝ション、実践報告、事例検討、ࢤストスࣆー࢝ー 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100�) 
様々な看護理論とຓ技法の中から、これまでの実践例を⤂しᩥ⊩検討をຍえて、自分が最も
事にしている考え方(40�)とຓ技法(40�)について、一㈏性を持って論㏙する(20�)。 

その他 
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科目名 ᆅᇦ⛣行ᨭ⢭⚄看護学特論 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択（&16をᒚ修する㺘㺎㺛） 単位数 ２単位 

授業の概要 
ᑓ㛛看護師として、に1年௨上ධ㝔している⢭⚄をむ人に対して、家族関係、♫会資※、₯在能 
力、ࣜࣜࣂ࢝ーをアセス࣓ントし、その人がᏳᚰしてᆅᇦ生活に⛣行できる看護を実践する能力を身
に付ける。 

授業の目標 
1.ᆅᇦ⛣行ᨭの対象とᨭ。
2.㛗期ධ㝔患者の日ᖖ生活能力、♫会㐺ᛂ能力を理解し、ᨭする技術。
3.㛗期ධ㝔患者の家族ᨭ、ᆅᇦの資※を理解し、㐃ᦠしてᨭする技術。
4.㛗期ධ㝔患者の₯在能力開発とࣜࣜࣂ࢝ーをᨭする技術。
5.ᆅᇦ⛣行ᨭ機能ᙉ・ᆅᇦ定╔に関するྲྀࡳ⤌ࡾと技法。
�.ᆅᇦ⛣行ᨭを実践する時の他職✀ᑓ㛛家との調整、コンサルテーションの技㔞。

授業計画 

１ ᆅᇦ⛣行ᨭの対象とᨭ 
1年௨上の㛗期ධ㝔⢭⚄障害者ཬࡧ、ᮍ受デ・受療中断➼の⢭⚄障害者に対するᨭ。 
早期対ᛂとࣆアサポーターの活⏝。 (川野) 

２ 㛗期ධ㝔患者がయ験している日ᖖ生活能力と♫会㐺ᛂ能力ྥ上の技術 
日ᖖ生活能力と♫会㐺ᛂ能力を高めるために必要な、直᥋ケア技術、間᥋ケア技術、667について
ᩥ⊩検討とయ験事例から討議する。                                                (川野) 

３ 㛗期ධ㝔患者の日ᖖ生活能力と♫会㐺ᛂ能力ྥ上の技術 実践例 
㣗事のᨭ度、Ὑ℆、㔠㖹⟶理、㊃味、日中の㐣ࡈし方、人、㟁ヰ、インターࢵࢿトの活⏝、など
の力㔞を高めるのに᭷ຠな技術と限⏺を実践例から検討する。また、実践報告を行う。  (川野) 

４ 㛗期ධ㝔患者の家族がồめているᨭ、ᆅᇦの資※の理解 
イケア、ゼ問看護ステーション、ᑵປ⛣行・ᑵປ⥅⥆ᨭ、日ᖖ生活ᨭなど、家族が必要としࢹ
ているᨭおよࡧᆅᇦで活⏝できる資※について、ᩥ⊩検討、資ᩱ、య験事例から討議する。 

(川野、西本) 

５ 㛗期ධ㝔患者をᨭするከ職✀㐃ᦠ 
保・医療・⚟♴・看護のᑓ㛛職と医療௨እのᑓ㛛職、非ᑓ㛛職が㛗期ධ㝔患者をᨭしているこ
とをᩥ⊩検討、య験事例から討議し、それらのᑓ㛛職・非ᑓ㛛職のຠᯝ的な㐃ᦠについて討議す 
る。ከ職✀ᑓ㛛家がඹྠする㝿の調整、コンサルテーションに関する事例検討。  (川野、西本) 

６ 㛗期ධ㝔患者がഛえている₯在能力開発 
問題点・課題にࡤかࡾ目をྥけࡎに、様々なయ験をඹにすることで理解できる、あるいࡣ発して
明ⓑになる₯在能力を開発するᡭ法に関して、ᩥ⊩検討とయ験事例から討議する。 

 (川野、西出) 

７ 㛗期ධ㝔患者のࣜࣜࣂ࢝ーをᨭする技術 (ストレンࢢスࣔࢹル、ࣜ  (⫱ーに基づくᚰ理教ࣜࣂ࢝
,05・⟶理とࣜࣜࣂ࢝ーのᚰ理教⫱のᡭ法についてテキストから理解する。  

 (川野、西出) 

８ 㛗期ධ㝔患者のࣜࣜࣂ࢝ーをᨭする技術 (ストレンࢢスࣔࢹル、ࣜ  (⫱ーに基づくᚰ理教ࣜࣂ࢝
実践例 
,05・⟶理とࣜࣜࣂ࢝ーの実践例を例♧し、その成ᯝと課題について討議する。(川野、西出) 

９ ᆅᇦ⛣行ᨭ機能ᙉᲷでの⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のᙺと機能 
ᆅᇦ⛣行機能ᙉᲷのタ基‽、ಶู計画、ከ職✀によるᨭ、看護師が行うᨭについて資 
ᩱ、ᩥ⊩から学ぶ。⢭⚄科認定看護師とのඹྠ、┦のᙺ期待について討議する。ᆅᇦ⛣行ᨭ
を行う㝿に生ࡌる倫理的課題を調整するᙺについて実践例に基づき討議する。      (川野) 

10 ᆅᇦ⛣行ᨭ機能ᙉᲷでの⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のᙺと機能 実践例 
㏥㝔意ḧႏ㉳、日ᖖ生活能力、ఫᒃ確保、㏥㝔後の医療確保などのために実践するᚰ理教⫱、ࣆア
サポーター、症例検討会の実践活動を&16のࢤストスࣆー࢝ーに報告してもらい、⢭⚄ᑓ㛛看護師
のᙺと機能に関して理解を深める。                             (川野、ࢤストスࣆー࢝ー) 

11 ᆅᇦ定╔のᨭ $&7(ໟᣓ的ᆅᇦ生活ᨭプロࢢラム) 
ⱥᅜ、⡿ᅜ、日本の$&7の実㝿とその課題について、見聞報告、実践報告のᩥ⊩から討議し、日本
で実する上での課題とその解決策について討議する。                               (川野) 

12 ᆅᇦ定╔のᨭ $&7(ໟᣓ的ᆅᇦ生活ᨭプロࢢラム) 実践例 
$&7を実践しているࢤストスࣆー࢝ーから実践に必要な、関係形成の技法、服⸆を必要と思ࢃな 
い対象のᨭ技術、医療受けたいと思ࢃない対象を医療に⧅ࡄ技術を学ࡧ、その特Ṧ性を理解 
する。    (川野、ࢤストスࣆー࢝ー) 

13 ケアマࢿジ࣓ントࣔࢹル 
ⱥᅜ、⡿ᅜ、日本のケアマࢿジ࣓ントࣔࢹルの実㝿について、見聞㘓、ᩥ⊩、య験事例から討議 
し、᭷ຠ性と課題について検討する。       (川野) 

14 㛗期ධ㝔患者が発、ධ㝔を㜵Ṇするクライシスプラン 
患者とඹに作成するクライシスプランとࡣఱか、クライシスプランの活⏝ᨭの方法について理解
する。                                                                           (川野) 
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授業計画 
15 ༟㉺した⢭⚄看護実践者が、㛗期ධ㝔を⥆けている患者とその家族の見方、考え方、ࢽードを‶た

す技法の臨床ᛂ⏝ྍ能性についてこれまでの学習ෆ容をࡾ㏉ࡾ、討議し、自分の考えを明確にす
る。⢭⚄看護ᑓ㛛家看護師として必要な、調整、倫理調整、教⫱、◊究、コンサルテーションのᙺ
を討議する。                                    (川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ美しお(�200)ࡾ�⢭⚄看護ス࣌シࣕࣜストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 
南⿱子監修、Ᏹబ美しお(2010)ࡾ�⢭⚄科看護の理論と実践�༟㉺した看護実践をめࡊして、ࢾーベル
 ࣡࢝ロࣄ
川野雅資⥲⦅㞟(201�)�⢭⚄看護キー࣡ード、日本看護協会出版会 
⚟川ᦶ⪨、Ᏹబ美しおࡾ、野ᮎ⪷㤶、他(2014)�⢭⚄障害者の⢭⚄科ケア・マࢿジ࣓ントࢳームཬࡧ
 ームෆにおける⢭⚄看護ᑓ㛛看護師(&16)のᙺと評価、⇃本学医学部保学科⣖要、10�2��35ࢳ
Ᏻ藤‶௦、川野雅資、谷ከ江子、他(2015)�⢭⚄障がい者が㝔からᆅᇦ⛣行する思いの理解、イン
ターナショナル1XUVLQJ &DUH 5HVHDUFK� 14(1)� 81�88   
Ἑᮾ⏣༤(200�)��ఱかࡣーマライゼーション原理とࣀ人権とඹ生の原理の探ồ、現௦書㤋 
ཌ生ປാ┬(2014)�㛗期ධ㝔⢭⚄障害者のᆅᇦ⛣行にྥけたලయ的方␎の後の方ྥ性。 

KWWS���ZZZ�PKOZ.JR.MS�ILOH�05�6KLQJLNDL�122010000�6KDNDLHQJRN\RNXVKRXJDLKRNHQIXNXVKLEX�.

LNDNXND�000051138.SGI 

ཌປ┬(201�)�㛗期ධ㝔⢭⚄障害者のᆅᇦ⛣行にྥけたලయ的方策。 
KWWS���ZZZ.PKOZ.JR.MS�ILOH�05�6KLQJLNDL�12301000�5RXNHQN\RNX�6RXPXND�0000052�10.SGI 

Ᏹబ美しおࡾ、中ᒣὒ子、野ᮎ⪷㤶、他(2014)�ධ㝔予㜵を目的とした⢭⚄障害者の看護ケアの実
態、日本⢭⚄保看護学会ㄅ、23(1)� �0�80 
Ᏹబ美しおࡾ、ྜྷ⏣ᬛ美、高ᒣⰋ子、他(2015)�在宅療養⛣行ᨭ(7UDQVLWLRQDO &DUH)におけるᑓ㛛
看護師の活動実態と評価、看護、��(�)� �8��0 
ᅬ⏣㡰一(2010)�$&7とࡣఱか、ྜྷഛᅜ㝿学臨床ᚰ理◊究┦ㄯ所⣖要、�ྕ、45�50 
川野雅資(201�年発ห予定)�トラウマインフォームドケア、⢭⚄看護出版  
&.$. 6KHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.&. 3RVWHU� HW DO(1���)�$GYDQFHG 3UDFWLFH 1XUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF 
DQG 0HQWDO +HDOWK &DUH� 0RVE\  

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）ᆅᇦ⛣行機能ᙉᲷに関する法律と実践例の報告を調る。患者と家族、ᆅᇦの保
医療⚟♴サーࣅスの❧場からのయ験ㄯやᆅᇦ⛣行に係ることをどのように受けṆめたの
かという◊究報告を調る。 

（事後学習）ᆅᇦ⛣行機能ᙉᲷで生ࡌうる倫理的課題についてまとめておく。 

授業の形式 講義、ࢹスࢵ࢝ション、実践報告、ࢤストスࣆー࢝ー、事例検討 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100�) 
㛗期ධ㝔患者とその家族の課題と力のあるഃ面を評価する技術(30�)とその技術を実践する方法
(30�)に関して、ከ職✀㐃ᦠのど点から(20�)から一㈏性のあるグ㏙(20�)をする。 

その他 
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科目名 ᛴ性期⢭⚄看護学特論 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 講義 

単位区分 選択（&16をᒚ修する㺘㺎㺛） 単位数 ２単位 

授業の概要 
ᑓ㛛看護師として、ᛴ性期の状態にある⢭⚄をむ人に対して、その人と家族がᏳᚰして治療が受け
られるアセス࣓ントのど点と技術、そして早期に治療が受けられるᨭ、ᛴ性期の治療・看護を実践
する能力を身に付ける。 

授業の目標 
1.気を発症した時期に⢭⚄をむ人がయ験している状態の理解とᨭ。
2.⢭⚄をむ人と家族の早期ධ、ᨭ。
3.ᛴ性期にᏳᚰして治療を受けることができる技術。
4.患者や家族のᛂやゝ動に対して㝜性感情をᢪく時の自己理解と自己の❧て直し。

授業計画 

１ ᛴ性期の状態にある患者と家族にᨭする⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のᙺ 
ᛴ性期の状態の患者をアセス࣓ントする技術、ᛴ性期の状態にある家族のᨭの技術、ከ職✀ᑓ
㛛家の調整技術、行動ไ限などによる人権に配慮した倫理調整技術について、ᩥ ⊩検討とయ験事例
から討議する。㝜性感情をᢪいたときのࢳームのᨭについてయ験事例を基に討議する。 (川野) 

２ ᛴ性期の状態にある患者と家族がయ験していること、医療者に望むことの理解 
患者と家族がయ験していることを、◊究論ᩥ、患者のᡭグ、患者のయ験ㄯの報告、医療者のయ験事
例を基に討議をする。                               (川野) 

３ 早期ධのㅖእᅜのᡭ法と動ྥ 
関係づくࡾ、⢭⚄ᮍ治療期間('83)、ⱝ者の早期ධのㅖእᅜのᡭ法(⡿ᅜ、ⱥᅜ、࢜ーストラ
ࣜア、など)、早期発見・早期治療、早期ධの༴㝤性についてᩥ⊩検討を行い、討議をする。 

(川野、西出) 

４ 日本における早期ධの実践例(ᮾி㒔、୕重┴、㛗ᓮ┴) 
日本での早期ධの実践者である&16をࢤストにᣍき、実践のᡭ法、᭷ຠ性と課題、倫理的課題、
᭦に、ၨ発活動についてఛい、ᩥ⊩検討を基に討議をする。      (川野、ࢤストスࣆー࢝ー) 

５ ᛴ性期の状態にある患者と家族がᏳᚰしてධ㝔治療の場を受けධれられるᆅᇦ㐃ᦠ・ከ職✀㐃ᦠ 
ධ㝔に⮳るまでのᆅᇦでのᨭとその㐃ᦠ、ከ職✀㐃ᦠに関するᩥ⊩検討とయ験事例から、患者と
家族がᏳᚰできるᑓ㛛看護師のᙺと機能について討議する。ᆅᇦ医療を担う他職✀との調整、コ
ンサルテーションに関してయ験事例を基に討議する。                  (川野、西本) 

６ トラウマインフォームドケアの実践例 
特に、行動ไ限ࡣトラウマయ験になࡾやすいので、ᛴ性期Ჷ、スーࣃーᩆᛴᲷで実践してい
るトラウマインフォームドケアについて⤂し、⢭⚄看護ᑓ㛛看護師がࣜーࢲーシࢵプをྲྀって倫
理的課題を調整し、スタࢵフに教⫱し、臨床にᛂ⏝するෆ容と方法と学ぶ。             (川野) 

７ ᛴ性期Ჷ、スーࣃーᩆᛴᲷでの看護 
ᛴ性期ධ㝔⢭⚄看護で必要な医療を⿵する技術、生活をᨭする技術、Ᏻを確保する技術、家
族のᨭに関して、ᩥ⊩検討と実践例から討議する。                (川野) 

８ ⯆ዧ・ᨷᧁ的にならࡊるを得ない患者の理解とᨭ(&9333) 
患者が⯆ዧ・ᨷᧁ的にならࡊるを得ない要ᅉと患者がయ験しているの状態をᩥ⊩検討と実践例か
ら理解し、患者と医療者┦のᏳと、度、⯆ዧ・ᨷᧁ的にならないためのᨭ技術を学ぶ。 

(川野) 

９ 早期に㝸㞳を解㝖する看護技術 
㝸㞳ࡣ、最後の選択⫥の一つであること、患者と家族にࡣ↓力な感情をᘬき㉳こすయ験になࡾ、
トラウマయ験になࡾやすいこと、を理解し、㝸㞳の必要性、㝸㞳解㝖の目標、㝸㞳時の看護師のケ
ア、ࢽードを‶たすᨭ、㝸㞳時のᏳ確保、早期の㝸㞳解㝖についてᩥ⊩検討とయ験事例を基に
討議する。                                    (川野) 

10 早期にᣊ᮰を解㝖する看護技術 
ᣊ᮰ࡣ、最後の選択⫥の一つであること、最もᙉ度の行動ไ限であること、そして㝸㞳ྠ様に患者
と家族にࡣ↓力な感情をᘬき㉳こすయ験になࡾ、トラウマయ験になࡾやすいこと、を理解し、ᣊ
᮰の必要性、ᣊ᮰解㝖の目標、ᣊ᮰時の看護師のケア、ࢽードを‶たすᨭ、ᣊ᮰時のᏳ確保、
早期のᣊ᮰解㝖について事例を基に討議する(事例検討)。                 (川野) 

11 ᛴ性期の状態にある患者の⸆≀療法と看護 
服⸆を望まない患者に、まࡎಙ㢗関係をᵓ⠏すること、そして⸆師、⢭⚄科医と協ാして服⸆の
必要性を実感するᨭ、作⏝の早期発見、家族がᏳᚰできるᨭについてᩥ⊩検討とయ験事例を
基に討議する。                                (川野、西本) 

12 ᛴ性期の状態にある患者のከ職✀ᑓ㛛家によるᚰ理教⫱ 
ከ職✀ᑓ㛛家が実するᛴ性期の状態にある患者のᚰ理教⫱プロࢢラム、実方法、評価、他の
治療との関係性についてᩥ⊩検討とయ験事例を基に討議する。                         (川野) 

13 ᛴ性期の状態にある患者の家族のከ職✀ᑓ㛛家によるᚰ理教⫱ 
ከ職✀ᑓ㛛家が実するᛴ性期の状態にある患者の家族の家族のࢽードにᛂえるᚰ理教⫱プロ
。ラム、実方法、評価についてᩥ⊩検討とయ験事例を基に討議するࢢ (川野) 
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授業計画 14 ᛴ性期の状態にある患者の家族のከ職✀ᑓ㛛家によるᚰ理教⫱の実践例 
ከ職✀ᑓ㛛家がᛴ性期の状態にある患者の家族の家族のࢽードにᛂえるᚰ理教⫱プロࢢラムの
実践例を⤂し、ᩥ⊩検討とయ験事例を基に討議する。      (川野) 

15 ༟㉺した⢭⚄看護実践者が、ᛴ性期の状態にある患者とその家族にᨭする技法の臨床ᛂ⏝ྍ能性 
これまでの学習からᛴ性期の状態にある患者と家族がᏳᚰして治療を受けられ、早期にᅇ復してい
くᨭのために、認定看護師やከ職✀ᑓ㛛家と協ാしてᒎ開する、༟㉺した看護実践者の看護の考
え方と知識、技術について討議する。                  (川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ美しお(�200)ࡾ�⢭⚄看護ス࣌シࣕࣜストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南⿱子監修、Ᏹబ美しお(2010)ࡾ�⢭⚄科看護の理論と実践�༟㉺した看護実践をめࡊして、ࢾーベルࣄロ࣡࢝ 

㔪間༤ᙪ監ヂ、3. )UHQFK�HW.DO.�⦅著(2011)�⢭⚄早期ධ、日本評論♫ 

法ົ┬、ཌ生ປാ┬(2014)�ᚰ身႙ኻ➼の状態で重な他害行Ⅽを行ったものの医療ཬࡧ観察などに関する法律の

行の状況についての検討⤖ᯝ。 

KWWS���ZZZ.PKOZ.JR.MS�VWI�KRXGRX�2U�85200002JN0L�DWW�2U�852000002JN4�.SGI 

ụῧᚿ、⏣雅子、中野⥤美他(2011)�倫理的判断を基盤としたᢚไについての調ᰝ。日本看護倫理学会ㄅ。3(1) 

西ụ⤮⾰子、୕宅美ᬛ、ᮎᏳẸኵ他(2013)�ᅜの⢭⚄科床を᭷するタにおける行動ไ限最小ጤ員会の実態

に関する調ᰝ 㐠Ⴀの在ࡾ方と看護職のᙺ、日本⢭⚄科看護学術㞟会ㄅ、5�(2)� 2���2�0 

野⏣ᑑ恵、杉ᒣ直ஓ、୕宅美ᬛ他(2013)�行動ไ限のᅜ㝿比㍑ 日本フンランド⢭⚄科ᛴ性期医療における㝸㞳

・身య的ᣊ᮰◊究から、⢭⚄科治療学、28(10) 12�5�12�1 

Ᏹబ美しおࡾ、⏣中美恵子、Ọඃ子他(2014)�⢭⚄科看護実践実⥺における倫理的課題と対ฎ方法の実態、日本

⢭⚄保看護学会ㄅ、23(1)� 112�131 

川野雅資(201�年発ห予定)�トラウマインフォームドケア、⢭⚄看護出版  

西⋹子、他(2012)�スーࣃーᩆᛴᲷධ㝔患者の家族が看護師にồめるケア、日本⢭⚄科ᩆᛴ学会ㄅ、15� �5�82 

日本⚄経⢭⚄⸆理学会(201�)�⤫合ኻ調症⸆≀治療࢞イドライン、医学書㝔 

�臨床⢭⚄医学ࠖ⦅㞟ጤ員会⦅(2015)ࠕ⢭⚄科臨床評価マࣗࢽアル>201�年版@、臨床⢭⚄科学➨44ᕳቑหྕ 

&.$. 6KHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.&. 3RVWHU� HW DO(1���)�$GYDQFHG 3UDFWLFH 1XUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK &DUH� 0RVE\ 

予習・復習に
ついての情報 

（事前学習）ᛴ性期⢭⚄看護、スーࣃーᩆᛴᲷの看護に関する報告を調ᰝする。患者と家族の❧場
からのయ験ㄯや患者と家族がどのように医療・看護を受けṆめたのかという◊究報告を
調る。㝜性感情をᢪく看護師のᨭに関するᩥ⊩を調る。 

（事後学習）⢭⚄看護ᑓ㛛看護師が実践しているᛴ性期の対象に対する調整、倫理調整、コンサル 
テーション、◊究、教⫱の実践をまとめておく。 

授業の形式 講義、ࢹスࢵ࢝ション、実践報告、ࢤストスࣆー࢝ー、事例検討 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100�) 
ᛴ性期の状態にある患者と家族がᏳᚰして医療を受けられる看護師のᙺ(40�)、ケア技術(30�)、
ከ職✀㐃ᦠ・ᆅᇦ㐃ᦠ(20�)に関して、論理的にグ㏙(10�)する。 

その他 
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科目名 ⢭⚄看護学演習Ⅰ（⢭⚄科治療技法） 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 演習 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
༟㉺した看護実践者に必要な⢭⚄をむ人とその家族の治療的なアプローࢳの技法を身に付ける。
治療を受ける❧場の人のど点から、ከ職✀と㐃ᦠした⢭⚄的な治療・ᅇ復に必要な様々な高度な治療
技法を修得する。 

授業の目標 
1.⢭⚄をむ人が必要としている治療的なアプローࢳの技法を修得する。
2.ከ職✀とඹྠしてᥦ౪する治療的なアプローࢳの技法を修得する。
3.⢭⚄看護ᑓ㛛看護師としての実践の活⏝ྍ能性を探る。

授業計画 

 の基本技術 1ࢢウンセࣜン࢝ 1
ඹ感、受容、自己一⮴の概念を実践する方法を演習で身に付ける。 

(川野、西本、西出) 

 の基本技術  2ࢢウンセࣜン࢝ 2
ಙ㢗、Ᏻᚰ、౫Ꮡ、㌿⛣の概念を、事例を基に実践的に理解する。 

(川野、西本、西出) 

3 1対1の▷期⢭⚄療法 ᑟධ期の技法 
᮶ㄯ者が最も┦ㄯしたいことを中ᚰにヰ題をᒎ開し、ヰ題が変ࢃらない⛬度に᮶ㄯ者の⢭⚄状態、
身య状態、♫会的状態を観察や問いかけなどの技法を⏝いてアセス࣓ントし、᮶ㄯ者の課題を明確
にして、面᥋者の判断を᮶ㄯ者にఏえ、面᥋者が出᮶る⠊ᅖを᮶ㄯ者にఏえて、セࢵションのᅇ数
(一⯡的にࡣ�ᅇから12ᅇ)と㢖度(一⯡的にࡣ㐌2ᅇ)をఏえ、᮶ㄯ者の意ྥをඃඛしてඹにྲྀࡾ⤌む
を実しࢢき課題と治療の㢖度やᅇ数をඹ᭷する技法についてయ験事例を基にロールプレイン
て身に付ける。

(川野、西出) 

4 1対1の▷期⢭⚄療法 ᒎ開期の技法 
5ᅇから10ᅇのセࢵションで、ྲྀࡾ⤌む課題について、ᅇ復の度合いを確認し、᮶ㄯ者のດ力を認
め、ᨭ持し、時にࡣ面᥋者がูの方策をᥦするなど、面᥋者の技法にᛂࡌたලయ的ຓ技法を活
⏝して、ᅇ復にྥかうᨭをする技法についてయ験事例を基にロールプレインࢢで身に付ける。 

(川野、西出) 

5 1対1の▷期⢭⚄療法 ⤊⤖期の技法 
課題が解決することが予できる前のᅇに、ḟᅇで⤊することをఏえ、最⤊ᅇでࡣ、ᅇのセࢵ
ションで᮶ㄯ者ࡣఱを学ࡔࢇか、ఱを修得した、後ྠ様な課題が生ࡌたときにどのようにᅇの
学習を活⏝するか、面᥋者に対して感ࡌたこと、ᨵၿした方がⰋいことを表現できるように会ヰを
すすめ、面᥋者ࡣ、ᅇのセࢵションで自分自身が学習した事、᮶ㄯ者に後期待することをఏえ
て、関係を⤊⤖する技法についてయ験事例を基にロールプレインࢢで身に付ける。 

 (川野、西出) 

� 認知行動療法 自分の認知と行動、そして感情に気づくためのゝㄒ的技法 
ὀ意そらし法、アサーション・トレーࢽンࢢ、思考Ṇ法をロールプレインࢢで実し、自分の認
知と行動、感情に気づく技法を身に付ける。  

 (川野) 

� 認知行動療法  ࣡ークシート 
$%&法による࣡ークシートを⏝いて認知行動療法を実践する技法についてయ験事例を基にロールプ
レインࢢで身に付ける。  

(川野) 

8 家族⢭⚄療法 プロࢢラムの❧ 
௬定した患者の家族(例えࡤ、㟷年期でᛴ性期の状態でධ㝔した患者の家族、成人期の気分障害(
うつ状態)でእ᮶通㝔している患者と家族、ᘬきこもࡾ㟷年の患者と家族、成人期の発㐩障害の患
者と家族、など)を対象に実する家族療法の治療目標、技法を明確にする。  

 (川野) 

� 家族⢭⚄療法 実と評価 ձ 
௬定した患者家族(例えࡤ、㟷年期でᛴ性期の状態でධ㝔した患者の家族、成人期の気分障害(うつ
状態)でእ᮶通㝔している患者と家族、ᘬきこもࡾ㟷年の患者と家族、成人期の発㐩障害の患者と
家族、など)を対象に明確にした治療目標、技法をロールプレインࢢで身に付ける。 

 (川野) 

10 ⢭⚄療法的アプローࢳ 実践報告 スーࣃーࣅジョン ձ 
実践した㛗期⢭⚄療法的アプローࢳを報告し、そこで⏝している技法の᭷ຠ性と限⏺、Ⰻい点と
ᨵၿが必要な点、᮶ㄯ者にとってᏳᚰできる技法かどうか、についてスーࣃーࣅジョンを受け、よ
  。トがある技法を修得するࢵフࢿຠᯝ的で᮶ㄯ者にベࡾ

(川野、西本、西出) 

11 ⢭⚄療法的アプローࢳ 実践報告 スーࣃーࣅジョン ղ 
実践した㛗期⢭⚄療法的アプローࢳを報告し、そこで⏝している技法の᭷ຠ性と限⏺、Ⰻい点と
ᨵၿが必要な点、᮶ㄯ者にとってᏳᚰできる技法かどうか、についてスーࣃーࣅジョンを受け、よ
 。トがある技法を修得するࢵフࢿຠᯝ的で᮶ㄯ者にベࡾ
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授業計画   (川野、西本、西出) 

12 ⢭⚄療法的アプローࢳ 実践報告 スーࣃーࣅジョン ճ 
実践した㛗期⢭⚄療法的アプローࢳを報告し、そこで⏝している技法の᭷ຠ性と限⏺、Ⰻい点と
ᨵၿが必要な点、᮶ㄯ者にとってᏳᚰできる技法かどうか、についてスーࣃーࣅジョンを受け、よ
 。トがある技法を修得するࢵフࢿຠᯝ的で᮶ㄯ者にベࡾ

  (川野、西本、西出) 

13 㞟ᅋ⢭⚄療法 プロࢢラムの❧  
௬定した㞟ᅋ(例えࡤ、㛗期ධ㝔⤫合ኻ調症患者、㟷年期でᛴ性期の状態でධ㝔した患者ཪࡣその
家族、እ᮶通㝔している⢭⚄障害者ཪࡣその家族、など)を対象に実する㞟ᅋ療法の治療目標、
技法を明確にする。 

 (川野、西本) 

14 㞟ᅋ⢭⚄療法 実と評価 
௬定した㞟ᅋ(例えࡤ、㛗期ධ㝔⤫合ኻ調症患者、㟷年期でᛴ性期の状態でධ㝔した患者ཪࡣその
家族、እ᮶通㝔している⢭⚄障害者ཪࡣその家族、など) を対象に明確にした㞟ᅋ療法の治療目標
、技法をロールプレインࢢで身に付ける。  

 (川野、西本) 

15 ༟㉺した⢭⚄看護実践者が行う様々なຓ技法の臨床活⏝ 
༟㉺した⢭⚄看護実践者が実する治療的なアプローࢳの技法を臨床で活⏝する㝿の課題を明確
にする。 

(川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ美しお(�200)ࡾ�⢭⚄看護ス࣌シࣕࣜストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南⿱子監修、Ᏹబ美しお(2010)ࡾ�⢭⚄科看護の理論と実践�༟㉺した看護実践をめࡊして、ࢾーベルࣄロ࣡࢝ 

⊁野力ඵ㑻監ヂ*. 2. *DEEDUG著(2012)�⢭⚄力動的⢭⚄療法�基本テキスト�ᒾᓮ学術出版♫ 

ⓑ▼⿱子(2014)�看護のための認知行動療法、㔠๛出版 

日本家族◊究・家族療法学会(2013)�家族療法テキストࢵࣈク、㔠๛出版 

⳥ụᏳᕼ子、బ藤美奈子ヂ、'. 7XUNLQJWRQら著(201�)�ࢵࣈす⤫合ኻ調症の認知行動療法࣡ークࡊーをめࣜࣂ࢝ࣜ

ク  ⚾のࡩࠕつうࠖをྲྀࡾᡠすための技法を学ぶ、ᫍ書ᗑ  

Ṋ藤Ύ栄ヂ、-.).7.%XJHQWDO著(200�)�サイコセラࣆストのⱁ術的ᡭ⭎、ᫍ書ᗑ 

ຍ藤ᩄ(2005)�⤫合ኻ調症のㄒࡾとഴ⫈(%0から1%0、㔠๛出版 

ᮎ⏣Ύ子、ᢪᑦ子、⏣ᓮஓ、他⦅著(2011)�コミࣗࢽケーション◊究法、ナࢽ࢝シࣖ出  版 

&.$. 6KHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.&. 3RVWHU� HW DO(1���)�$GYDQFHG 3UDFWLFH 1XUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK &DUH� 0RVE\  

1. (YDQV� %. +DQQLJDQ(201�)�7KHUDSHXWLF 6NLOOV IRU 0HQWDO +HDOWK 1XUVHV� 2SHQ 8QLYHUVLW\ 3UHVV 

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) ձ1. (YDQV� %. +DQQLJDQ(201�)�7KHUDSHXWLF 6NLOOV IRU 0HQWDO +HDOWK 1XUVHV� 2SHQ 
8QLYHUVLW\ 3UHVVを事前にᢒㄞする。ղ⢭⚄看護学特論Ϫのෆ容を復習しておく。 

(事後学習)  治療的なアプローࢳの技法を臨床で実践したら、᭷ຠ性と限⏺についてᩥ⊩を活⏝して
まとめておく。教⫱の機会があれࡤ実し、その時の課題と学習したことがᙺ❧ったෆ
容をまとめておく。自分の臨床に必要な治療的なアプローࢳの技法を明確にしていく。 

授業の形式 講義、演習、ロールプレインࢢ、プロࢢラム作成と発表、975、ࣜフレクション、スーࣃーࣅション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100�) 
自分の臨床に最も活⏝できる治療的なアプローࢳの技法をᢳ出し、その技法、目的、対象、方法、

などを明確にする。実践ྍ能な治療的なアプローࢳの技法か(40�)、患者と家族のど点からᏳᚰして受
けられる治療的なアプローࢳの技法か(40�)、論᪨が一㈏しているか(20�)というど点で評価する。 

その他 
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科目名 ⢭⚄看護学演習Ⅱ（⢭⚄看護理論、ຓ技法） 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 演習 

単位区分 選択 単位数 ２単位 

授業の概要 
⢭⚄看護理論にᨭえられた༟㉺した⢭⚄看護実践者に必要な⢭⚄をむ人とその家族の様々なຓ
技法を身につける。⢭⚄をむ人の≀の見方から、Ᏻで、Ᏻᚰして治療・看護を受け、♫会に㐺ᛂ
的に、そして自❧して生活するためのᨭとして、高度な⢭⚄看護実践者に必要なຓ技法を修得す
る。 

授業の目標 
1.⢭⚄看護理論に基づく⢭⚄をむ人がᏳでᏳᚰしてᅇ復にྥかえるための高度なຓ技法を修得
する。 
2.患者と家族がಙ㢗して受けられる高度なຓ技法を修得する。
3.⢭⚄看護ᑓ㛛看護師としての実践の活⏝ྍ能性を探る。

授業計画 

１ 対人関係論に基づくຓ技法 
対人関係論の発ᒎẁ㝵にᛂࡌたຓ技法の実㝿についてロールプレインࢢを⏝いて修得する。 

(川野、西本、西出) 

 とຓ技法ࢢーマンケアࣜンࣗࣄ ２
ジーン・࣡トࢯンのࣗࣄーマンケアࣜンࢢの理論に基づくຓ技法の実㝿を、演習を通して身につ
ける。 

(川野) 

 の理論とຓ技法ࢢクナーシンࢵステࢽーマࣗࣄ ３
の実Ꮡ義の理論に基づくຓ技法の実㝿を、演習を通して身につࢢクナーシンステࢽーマࣗࣄ
ける。 

(川野) 

4 
⢭⚄をむ人がᏳᚰして⸆≀療法を受けられるためのᨭ 服⸆教室、服⸆ᨭ 
ᩥ⊩や資ᩱを活⏝し、య験事例を含めて討議をし、ಶ人ཬࡧཪࡣ㞟ᅋの服⸆ᣦᑟ教室あるいࡣ服⸆
ᨭプロࢢラムを❧する。

(川野、西本) 

5 

⢭⚄をむ人がᏳᚰして⸆≀療法を受けられるためのᨭ 服⸆教室、服⸆ᨭ ロールプレイン
 ࢢ
❧したプロࢢラムを実し、実行した技法とそのプロࢢラムのෆ容に関して、学生、教員とඹに
Ⰻい点とᨵၿすることが必要な点を討議して、よࡾⰋいプロࢢラムを❧しᨵၿすき技法を明確
にする。プレゼンテーションと討議。   

(川野、西本) 

� 

日ᖖ生活技能カ⦎(667) プロࢢラムの❧ 
௬定した(例えࡤ、㛗期ධ㝔⤫合ኻ調症患者、ᛴ性期の㟷年期の患者、ᆅᇦでᬽらす៏性期⢭⚄障
害者、など)対象にᥦ౪する667の方法、技法、⎔ቃ、ルール、ࣜーࢲーシࢵプ、コ・ࣜーࢲーのᙺ
を考えたプロࢢラムを作成する。

(川野、西出) 

� 

日ᖖ生活技能カ⦎(667) 実と評価 ձ 
作成したプロࢢラムでロールプレインࢢを実し、実行した技法とそのプロࢢラムのෆ容に関して
、学生、教員とඹにⰋい点とᨵၿ点を討議して、よࡾⰋいプロࢢラムを❧し、ᨵၿすき技法を
明確にする。 

 (川野、西出) 

8 

日ᖖ生活技能カ⦎(667) 実と評価 ղ 
作成したプロࢢラムでロールプレインࢢを実し、実行した技法とそのプロࢢラムのෆ容に関して
、学生、教員とඹにⰋい点とᨵၿ点を討議して、よࡾⰋいプロࢢラムを❧し、ᨵၿすき技法を
明確にする。 

  (川野、西出) 

� 

日ᖖ生活技能カ⦎(667) 実と評価 ճ 
作成したプロࢢラムでロールプレインࢢを、ᙺを変えて実し、実行した技法とそのプロࢢラム
のෆ容に関して、学生、教員とඹにⰋい点とᨵၿすることが必要な点を討議して、よࡾⰋいプロࢢ
ラムを❧し、ᨵၿすき技法を明確にする。 

 (川野、西出) 

10 

患者のᚰ理教⫱ プロࢢラムの❧ 
௬定した対象(例えࡤ、㛗期ධ㝔⤫合ኻ調症患者、ᛴ性期の㟷年期の患者、ᆅᇦでᬽらす៏性期⢭
⚄障害者、など)にᥦ౪するᚰ理教⫱のプロࢢラムを❧する。 

 (川野) 

11 

患者のᚰ理教⫱ 実と評価 
作成したプロࢢラムでロールプレインࢢを実し、実行した技法とそのプロࢢラムのෆ容に関して
、学生、教員とඹにⰋい点とᨵၿすることが必要な点を討議して、よࡾⰋいプロࢢラムを❧し、
ᨵၿすき技法を明確にする。  

 (川野) 

12 ⢭⚄をむ患者の家族のᚰ理教⫱ プロࢢラムの❧ 
௬定した家族(例えࡤ、ᛴ性期の⤫合ኻ調症の家族、㛗期ධ㝔の⢭⚄障害者の家族、ึ発の㟷年期
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授業計画 

の患者の家族、患者が家ᗞでᭀ力行Ⅽがあるために㏥㝔をためらう家族、など)を対象に、ᚰ理教
⫱の方法、技法、⎔ቃ、ルール、ࣜーࢲーシࢵプ、コ・ࣜーࢲーのᙺを考えたプロࢢラムを作成
する。  

  (川野) 

13 

家族のᚰ理教⫱ 実と評価 
作成したプロࢢラムでロールプレインࢢを実し、実行した技法とそのプロࢢラムのෆ容に関して
、学生、教員とඹにⰋい点とᨵၿすることが必要な点を討議して、よࡾⰋいプロࢢラムを❧し、
ᨵၿすき技法を明確にする。   

  (川野) 

14 
⢭⚄科ゼ問看護 
患者と家族がᏳᚰして受けられる、⢭⚄科で必要なゼ問看護のຓ技法を整理し、ゼ問前からゼ問
時、ゼ問後のຓ技法をලయ的に計画する。  

 (西本) 

15 
༟㉺した⢭⚄看護実践者が行う様々な治療的なアプローࢳの技法の臨床活⏝ 
༟㉺した⢭⚄看護実践者が実する治療的なアプローࢳの技法を臨床で活⏝する㝿の課題を明確
にする。 

(川野、西本、西出) 

テキスト 
・参考書 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ美しお(�200)ࡾ�⢭⚄看護ス࣌シࣕࣜストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南⿱子監修、Ᏹబ美しお(2010)ࡾ�⢭⚄科看護の理論と実践�༟㉺した看護実践をめࡊして、ࢾーベルࣄロ࣡࢝ 

西ᅬᫀஂ⥲監修、ụῡ恵美監ヂ(5.3./REHUPDQ著)(2008)�アル、ᫍ書ࣗࢽテーション・マࣜࣅࣁーマンのࣜࣂࣜ

ᗑ 

&.$. 6KHD� /.5. 3HOOHWLHU� (.&. 3RVWHU� HW DO(1���)�$GYDQFHG 3UDFWLFH 1XUVLQJ LQ 3V\FKLDWULF DQG 0HQWDO 

+HDOWK &DUH� 0RVE\ 

✄⏣ඵ重子監ヂ(+.3HSXODX著)(1��3)�人間関係の看護論―⢭⚄力学的看護の概念ᯟ、医学書㝔 
㛗谷川ᾈ、川野雅資ヂ(/.=XGHUDUG� )(1�83)� 医学書㝔、ࢢクナーシンࢵステࢽーマࣗࣄ

川野雅資、㛗谷川ᾈヂ(-.:DWVRQ著)(2003) �࣡トࢯン21世⣖の看護論 㸫ポストࣔࢲン看護とポストࣔࢲンを㉸え

て㸫、医学書㝔 

ᓥᕑ、ຍ藤ឿ(2015):IMR ධ㛛、IMR 
予習・復習に
ついての情報 

(事前学習) ձ⢭⚄看護学特論ϫのෆ容を復習しておくことと ղ臨床で実践したຓ技法のఱが᭷
ຠでఱが課題ࡔったかをレポート1ᯛ⛬度にまとめておく。 

(事後学習) 修得したຓ技法を臨床にᛂ⏝したら、ᩥ⊩を活⏝して課題と利点をまとめておく。ス
タࢵフに教⫱をする機会があれࡤ、その時の教⫱の技術をまとめる。 

授業の形式 演習、討議、プロࢢラムの発表、ࣜフレクション、ロールプレインࢢ、スーࣃーࣆジョン 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

課題レポート(100�) 
自分の臨床に最も活⏝できるຓ技法をᢳ出し、その技法、方法、ルール、ࣜーࢲーシࢵプ、など

を明確にする。実践ྍ能なෆ容か(30�)、⢭⚄看護の理論と整合性があるか(30�)、患者と家族のど点
からᏳᚰして受けられるプロࢢラムか(30�)、分かࡾやすいプロࢢラムのグ㏙か(10�)というど点で評
価する。 

その他 

41



科目名 ⢭⚄看護学実習 アセス࣓ント 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 前期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 実習 

単位区分 選択（&16をᒚ修する㺘㺎㺛） 単位数 ２単位 

授業の概要 
⢭⚄をむ人とその家族の⢭⚄状態、身య状態、♫会生活能力、㏥㝔ྍ能性、ࢯーシࣕルサポートな

どのアセス࣓ントを行い、それらアセス࣓ントを⤫合し、⢭⚄看護ᑓ㛛看護師として看護計画を❧

し、ᨭの実践能力を修得する。 

授業の目標 
1.⢭⚄をむ人を⢭⚄機能、身య状態、♫会生活力、㏥㝔ྍ能性、ࢯーシࣕルサポートなどのど点か

ら⥲合的にアセス࣓ントできる。

2.⥲合的なアセス࣓ントから、患者の課題を特定し、持っている力と合ࡏࢃて患者の㛗期目標、▷期

目標をタ定し、看護計画を患者とඹに計画し、実践できる。

3. ケース࢝ンフレンスや家族との面ㄯよࡾ、⢭⚄をむ人とその家族の現在の状態を⥲合的にアセ

ス࣓ントし、他職✀ᑓ㛛家（⢭⚄科医・臨床ᚰ理ኈ・作業療法ኈ・♫会⚟♴ኈ・⸆師など）とඹ

にᨭ計画を❧し、実践できる。 

授業計画 

1 

2 

3 

4 

実習㝔 ࣁートランドಙ㈗ᒣ 

実習期間 8 ᭶ 1 日から � ᭶ 15 日までの間の 2 㐌間 

実習ෆ容 

ձ」㞧な問題をᢪえた⢭⚄をむ人を 1 名ないし 2 名受け持ࡕ、⢭⚄状態、身య状態、♫会生活力、

㏥㝔ྍ能性、ࢯーシࣕルサポートなどのど点から⥲合的にアセス࣓ントを行う。

ղ⥲合的なアセス࣓ントから、患者の課題を特定し、持っている力と合ࡏࢃて患者の㛗期目標、▷

期目標をタ定し、看護計画を患者とඹに計画し、実践する。

ճ他職✀ᑓ㛛家からの情報やケース࢝ンフレンスなどを通ࡌて、⢭⚄症状やフジ࢝ルアセス࣓

ントを行う。

մケース࢝ンフレンスや家族との面ㄯなどを通ࡌて、家族の患に対する理解や家族機能などを

アセス࣓ントし、家族を࢚ン࣡ࣃー࣓ントする看護計画を他職✀ᑓ㛛家とඹに❧し、実践する。 
յ１㐌目で受け持ࡕ患者・家族のアセス࣓ントを実し、看護計画を❧する。その後、計画を実

践し、評価、アセス࣓ントを行う。

 レンスンフ࢝

ձ実習㝔の⢭⚄看護ᑓ㛛看護師と担当教員から定期的なスーࣃーࣂイࢬを受ける。

ղアセス࣓ントの方法、㐺ษなᑻ度の⏝、アセス࣓ント⤖ᯝの判断のスーࣃーࣂイࢬを受ける。 

ճ看護計画の❧、実践、評価についてスーࣃーࣂイࢬを受ける。

テキスト 
・参考書 

⼥道⏨⦅、:RUOG +HDOWK 2UJDQL]DWLRQ(2005)�,&'�10⢭⚄およࡧ行動の障害、医学書㝔 

日本⚄経学会監修、$PHULFDQ 3V\FKLDWULF $VVRFLDWLRQ原著(2014)�'60�5 ⢭⚄患の分㢮とデ断のᡭᘬき、医学

書㝔 

⚟⏣ಇஓ(2014)�観察者による⢭⚄科㡿ᇦの症状評価ᑻ度࢞イド ᨵゞ➨3版、ࡌう 

ึᯞ(2013)�臨床ᚰ理アセス࣓ントの基♏、ナࢽ࢝シࣖ出版 

日本⚄経⢭⚄⸆理学会(201�)�⤫合ኻ調症⸆≀治療࢞イドライン、医学書㝔 

�臨床⢭⚄医学ࠖ⦅㞟ጤ員会⦅(2015)ࠕ⢭⚄科臨床評価マࣗࢽアル>201� 年版@、臨床⢭⚄科学➨ 44 ᕳቑหྕ 

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習)⢭⚄看護学特論Ⅱのෆ容を復習しておく。臨床で⏝いているアセス࣓ントを整理する。 
(事後学習)学習したෆ容を臨床にᛂ⏝できるྍ能性を探⣴する。 

授業の形式 実習。⢭⚄看護ᑓ㛛看護師と教員から定期的なスーࣃーࣂイࢬを受ける。 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

スーࣃーࣂイࢬをする⢭⚄看護ᑓ㛛看護師の意見も参考にして実践場面と実習レポートで評価 
（100％） 

その他 
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科目名 ⢭⚄看護ᑓ㛛看護師ᙺ実習 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 後期 対象学年 1年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 実習 

単位区分 選択（&16をᒚ修する㺘㺎㺛） 単位数 ２単位 

授業の概要 
⢭⚄看護ᑓ㛛看護師として、⢭⚄をむ人とその家族・護者のᨭを行うに当たࡾ、⤌⧊、看護

⟶理者が期待するᙺの理解を深める。⢭⚄看護ᑓ㛛看護師が活⏝している技法とその技法を⏝いる

᰿ᣐを理解し、ᙺにᛂࡌてい分ける高度な臨床判断を学ぶ。 

授業の目標 
1.⤌⧊の中で⢭⚄看護ᑓ㛛看護師がᯝたす直᥋ケア、コンサルテーション、調整、倫理調整、教⫱、

◊究の６つのᙺと機能の概要を理解する。

2.⢭⚄看護ᑓ㛛看護師の高度な臨床判断と技法を学ࡧ、実㝿に看護実践を行い、自己の課題を明確に

できる。

3.医療ࢳームෆで他職✀と㐃ᦠができ、┦ㄯ・調整・教⫱などのᙺを実することができる。

4.倫理的問題に関して、倫理調整ができる。

授業計画 

1 

2 

3 

4 

実習㝔 ࣁートランドಙ㈗ᒣཪࡣ᭷馬高原㝔 

実習期間 1 ᭶ᮎから 3 ᭶ᮎまでの間の 2 㐌間 

実習ෆ容 

ձ事前に教員ཬࡧ⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のᣦᑟを受けて実習計画を❧する。

ղタの࢚ࣜ࢜ンテーションを受け、実習Ჷの患者の生活ᨭとケア実践活動についての概要を

知る。

ճ⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のᣦᑟのもと、⢭⚄看護ᑓ㛛看護師の機能とᙺ（直᥋ケア、コンサル

テーション、調整、倫理調整、教⫱、◊究）について、事例検討会や症例࢝ンフレンスなど

。て学習する。また、他職✀との㐃ᦠについて、理解を深めるࡌの見学、参画などを通

մ⢭⚄看護ᑓ㛛看護師の臨床判断と技法を担当教員と⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のスーࣃーࣂイࢬを受

けて意味づける。

 ࢬイࣂーࣃレンス・スーンフ࢝

ձ㐺ᐅ、⢭⚄看護ᑓ㛛看護師、ᣦᑟ教員からスーࣃーࣂイࢬを受ける。

ղ１・２㐌目⤊時に࢝ンフレンスを開き、ຓゝを受けながら、実習を㐍める。

テキスト 
・参考書 

野ᮎ⪷㤶、Ᏹబ美しお(�200)ࡾ�⢭⚄看護ス࣌シࣕࣜストに必要な理論と技法、日本看護協会出版会 

南⿱子監修、Ᏹబ美しお(2010)ࡾ�⢭⚄科看護の理論と実践�༟㉺した看護実践をめࡊして、ࢾーベルࣄロ࣡࢝ 

Ᏹబ美しおࡾ、⏣中美恵子、Ọඃ子他(2014)�⢭⚄科看護実⥺における倫理的課題と対ฎ方法の実態、日本⢭⚄

保看護学会ㄅ、23(1)� 112�131 

野ᮎ⪷㤶著⦅㞟(2004)��ン⢭⚄看護ࢰ࢚ࣜ患者ケアとナースのᨭのために、医ṑ⸆出版ᰴ式会♫ 

Ᏻ⏣ጁ子、ᒣෆ子、ᒣ⏣ဏᶞ子、他(2012)�学㝔におけるᑓ㛛㡿ᇦの␗なる &16 の協ാに関する◊究、ᮌ村

看護教⫱⯆㈈ᅋ看護◊究㞟㘓、1�� ���80 

ᖹඖ子(2014)��ンࢰ࢚ࣜ身యとここࢁをつなࡄかかࡾࢃ、௰ᯘ書ᯘ 

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習)⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のᙺと機能、そして活動に関するᩥ⊩を調る。⢭⚄看護ᑓ㛛看護
師に直᥋活動ෆ容を⫈ける機会を✚ᴟ的に作る。 

(事後学習)学習した�つのᙺを臨床の場で実践し、そのయ験をまとめる。 

授業の形式 実習。⢭⚄看護ᑓ㛛看護師と教員から定期的なスーࣃーࣂイࢬを受ける。 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

スーࣃーࣂイࢬをする⢭⚄看護ᑓ㛛看護師の意見も参考にして実践場面と実習レポートで評価 
（100％） 

その他 
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科目名 直᥋ケア実習 

担当教員 川野雅資、西本美、西出㡰子 

クラス ― 開講学期 後期から前期 対象学年 1年㹼2年 

曜日・時限 ― 講義室 ― 授業形態 実習 

単位区分 選択（&16をᒚ修する㺘㺎㺛） 単位数 ４単位 

授業の概要 
⢭⚄をむ人ཬࡧ�ཪࡣその家族を⥲合的にアセス࣓ントし、その⤖ᯝ対象に必要な治療方法を選択

し、実し、評価することを学ぶ。 

授業の目標 
1.⢭⚄をむ人の⢭⚄状態、身య機能、♫会面を⥲合的にアセス࣓ントして、⢭⚄をむ人が必要と

しているセラࣆーを実し、そのຠᯝを評価する。

2.⢭⚄をむ人の家族が必要としているセラࣆーを実し、そのຠᯝを評価する。

授業計画 

1 

2 

3 

4 

5 

実習㝔 ࣁートランドಙ㈗ᒣ、᭷馬高原㝔

実習期間 3 ᭶ 1 日から 9 ᭶ 15 日までの間の 4 㐌間（180 時間） 
対象患者ཪࡣ家族 」数名(セラࣆーにᛂࡌて㐺ษな対象者数を決める。) 
学習ෆ容 

ձ⢭⚄をむ人の⢭⚄状態、身య機能、♫会面を⥲合的にアセス࣓ントする。

ղ対象の必要性にᛂࡌて⢭⚄療法、㞟ᅋ⢭⚄療法、家族療法などからຠᯝ的と判断できる治療技法

を選ぶ。

ճ選択したセラࣆーについて患者ཬࡧ�ཪࡣ家族に分かࡾやすくㄝ明してྠ意を得る。

մ実したセラࣆーのຠᯝを評価する。

実習方法

ձ実習前に担当教員と⢭⚄看護学演習Ⅰ・Ⅱのセラࣆーの学習修得を確認する。

ղ実習前に担当教員から実するセラࣆーのスーࣃーࣂイࢬを受ける。

ճセラࣆーを実する前に⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のスーࣃーࣂイࢬを受ける。

մ対象のアセス࣓ントの⤖ᯝを⢭⚄看護ᑓ㛛看護師と教員からスーࣃーࣂイࢬを受ける。

յ対象が必要としているセラࣆーを⢭⚄看護ᑓ㛛看護師と教員からスーࣃーࣂイࢬを受けて選択

する。

ն選択したセラࣆーについて患者ཬࡧ�ཪࡣ家族のྠ意を得る。

շ⢭⚄看護ᑓ㛛看護師とඹྠしてセラࣆーを実する。

ո評価ᑻ度ཬࡧ実グ㘓を⏝いて治療のຠᯝを判断する。

չセラࣆーを実する㝿にࡣ、㐺時、担当教員と⢭⚄看護ᑓ㛛看護師のスーࣃーࣂイࢬを受ける。 
テキスト 

・参考書 
西ᅬᫀஂ⥲監修、ụῡ恵美監ヂ(5.3./REHUPDQ 著)(2008)� 、アルࣗࢽテーション・マࣜࣅࣁーマンのࣜࣂࣜ

ᫍ書ᗑ 

⊁野力ඵ㑻監ヂ(*OHQ 2. *DEEDUG 著)(2012)�⢭⚄力動的⢭⚄療法�基本テキスト�ᒾᓮ学術出版♫ 

ⓑ▼⿱子(2014)�看護のための認知行動療法、㔠๛出版 

Ᏹబ美しおࡾ、中ᒣὒ子、野ᮎ⪷㤶、他(2014)�ධ㝔予㜵を目的とした⢭⚄障害者の看護ケアの実態、日本⢭

⚄保看護学会ㄅ、23(1)� �0�80 

Ṋ藤Ύ栄ヂ、-.).7.%XJHQWDO 著(200�)�サイコセラࣆストのⱁ術的ᡭ⭎、ᫍ書ᗑ 

ຍ藤ᩄ(2005)�⤫合ኻ調症のㄒࡾとഴ⫈ (%0 から 1%0  㔠๛出版、

ᮎ⏣Ύ子、ᢪᑦ子、⏣ᓮஓ、他⦅著(2011)�コミࣗࢽケーション◊究法、ナࢽ࢝シࣖ出 版 

1. (YDQV� %. +DQQLJDQ(201�)�7KHUDSHXWLF 6NLOOV IRU 0HQWDO +HDOWK 1XUVHV� 2SHQ 8QLYHUVLW\ 3UHVV 

予習・復習に
ついての情報 

(事前学習)⢭⚄看護学演習Ⅰ・Ⅱの技術を復習する。⢭⚄看護学特論Ϫのෆ容を復習しておく。これ
までに実したセラࣆーのయ験を整理する。 

(事後学習)学習した治療技法の臨床のᛂ⏝を探⣴する。 

授業の形式 実習。⢭⚄看護ᑓ㛛看護師と教員から定期的なスーࣃーࣂイࢬを受ける。 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

スーࣃーࣂイࢬをする⢭⚄看護ᑓ㛛看護師の意見も参考にして実践場面と実習レポートで評価 
（100％） 

その他 
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科目名 特ู◊究 

担当教員 
守本とも子、川野雅資、㎷ୗ守ᘯ、服部律子、中馬成子、藤⏣ᬛ恵子、𠮷村雅世、⏣中奈、ᯇᾆ⣧

ᖹ、美⏑⚈子、西本美、ụ西ဢ （ᒣཱྀồ、ᓥὒ子ࡣᖹ成31年度から） 

クラス ― 開講学期 通期 対象学年 １㹼２年 

曜日・時限 ― 講義室 （ᣦᑟ教員に確認） 授業形態 演習 

単位区分 選択必修 単位数 ８単位 

概 要 
⢭⚄看護学分野ࠕ 在宅看護学分野ࠕࠖ 学生が作成した◊究、ࡾࢃ成看護学分野ࠖの３分野にかか⫱ࠕࠖ
計画を基にලయ的な◊究とᑟき、論ᩥを成さࡏるためのᣦᑟを行う。 

฿㐩目標 1.◊究計画書の作成に関する基本的な知識をㄝ明できる。
2.ᑓ㛛看護㡿ᇦの発ᒎやᑓ㛛知識・技術のྥ上をࡣかるために、科学的思考や論理的思考に基づいた

◊究活動を行える。
3.◊究を᥎㐍するにあたࡾ確かな倫理観に付けられた◊究的態度を身に付けることができる。

授業計画 
ཬࡧ 

 テーマ 

1 ᅇ㹼30 ᅇ 
１㸬在宅医療看護分野、⫱成看護学分野、⢭⚄看護学分野をྲྀࡾᕳく状況について関㐃ᩥ⊩をまと

めプレゼンテーションを行い、◊究的にྲྀࡾ⤌むき課題をᢳ出する。

２㸬課題に関㐃したᅜෆእの◊究論ᩥをクࣜテークする。

３㸬課題に関する◊究状況を明らかにし、◊究的にྲྀࡾ⤌むき課題を⢭選する。

31 ᅇ㹼60 ᅇ 
１㸬課題に関する◊究計画書の作成

２㸬◊究倫理ጤ員会のᑂᰝ⏦ㄳ書の作成

61 ᅇ㹼90 ᅇ 
１㸬◊究対象者、タなどとの調整

２㸬ࢹータ㞟・整理、分ᯒ

91 ᅇ㹼120 ᅇ 
論ᩥ作成

（守本とも子） 

在宅療養者とその家族の 42/ ྥ上と自❧をめࡊした看護実践について、最㏆の◊究成ᯝをᩥ⊩レࣗࣅ

ーする。そして、後の在宅療養者とその家族の看護実践の在ࡾ方と課題解決のための方策を探究

するための◊究ᣦᑟを行う。 

（川野雅資） 
⢭⚄をむ人とその家族、ཪ護者のᨭに関するテーマをᩥ⊩レࣗࣅーから⢭選し、㐺ษな◊究方
法、倫理的配慮の基で◊究を行い、論ᩥにまとめる。 
（㎷ୗ守ᘯ） 

高齢者の㐠動習័形成のための行動変容と高齢者の護者を対象とした護技術ᣦᑟを目的とした行

動分ᯒ学的アプローࢳとそのຠᯝに関して◊究計画から◊究の実、そして論ᩥ作成までをᣦᑟする。 

（服部律子） 
子⫱て‽ഛ期から࿘⏘期、子⫱て期までの人々やẕ子に対する看護などḟ世௦⫱成のᨭに関する
分野において、自ら課題を発見し、◊究テーマをタ定して◊究にྲྀࡳ⤌ࡾ修ኈ論ᩥにまとめるまでの
プロセスをᣦᑟする。 
（中馬成子） 
៏性患患者（に⢾ᒀ患者）のアセス࣓ント、᭷ຠな看護ᨭ、看護ᨭシステム➼に関して◊
究計画書の作成から◊究実、◊究論ᩥの作成までの◊究ᣦᑟを行う。 
（ᒣཱྀồ） 
ᗣ◚⥢や障がいを᮶している児とその家族における最ၿの生⫱⎔ቃཬࡧ生⫱ᨭ方法について探究
し、学生が最も明らかにしたいと考えるྛ自の課題を◊究テーマとし論ᩥを作成する。 
（𠮷村雅世） 
高齢者ケアཬࡧ高齢者の看護のナラテࣦ・アプローࢳをྲྀࡾ上ࡆ、対象理解やᨭ方法などの◊究
、科学的な◊究方法の習得、論ᩥ作成のᣦᑟを行う。 
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（⏣中奈） 
高齢者の⑊③などのᗣ問題や⤊ᮎ期ケア、認知症ケアに関する◊究課題について、論ᩥの成に⮳
るまでの◊究のᣦᑟを行う。 
（ᯇᾆ⣧ᖹ） 
成人看護学㡿ᇦᛴ性期（クࣜテ࢝ル）分野において、特に術後ࢇࡏዶに関する◊究課題を中ᚰに、
㔞的◊究と質的◊究のミࢵクス࣓ࢵࢯドであるテキストマイࢽンࢢ法を⏝いて修ኈ論ᩥを成するた
めの◊究ᣦᑟを行う。 
（美⏑⚈子） 
ẕ性検ᰝにおけるケアや新しい生命を⏘ࡳ⫱てるẕぶとその家族の意識、行動に関する◊究課題につ
いて、修ኈ論ᩥの成に⮳るまでの◊究ᣦᑟを行う。 
（西本美） 
⢭⚄科ゼ問看護ᨭやຓ、ෆ容に関するテーマに関して、◊究課題の⤠ࡾ㎸ࡳから、◊究方法の検
討、ࢹータ分ᯒの方法を学習し、論ᩥにまとめるために必要なᣦᑟをする。 
（ᓥὒ子） 
看護⣔学生の教⫱や新人看護師の職場㐺ᛂに関する課題について、自律的に修ኈ論ᩥを成できるよ
う◊究プロセスをᣦᑟする。 

テキスト 
・参考書 特にᣦ定しない。 

予習・復習に
ついての情報 看護関㐃の課題について問題意識を持って学ぶጼໃをもつ。 

授業の形式 ಶูᣦᑟと学生と教員のプレゼンテーション 

評価の方法（
評価の配点比
率と評価の要
点） 

ᩥ⊩レࣗࣅー（20％）◊究方法のጇ当性（20％）論ᩥの成度（60％）

その他 
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